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号 岩波書店 1977年 10ページ。
2 Dieter Eo Zimmer:D鐘ユら″″′ル ″″serer多豪′茜θittZttθ″SttFa■ら■In:麗■Tmag′z14′ Nr.
24,05.06.1981,S.46.




′″し濃 r_In:乏裂兄π働盟agaz■n′ Nr.47, 18.
11.1994,S.50。 (黒姫童話館資料番 号 :01DA016)長 野 県信濃 町 に所在す る黒姫童話館 には、
エンデに関する様々な資料が私的、公的を問わず多数所蔵されている。資料の一覧は、『童話




年 144‐ 148ページ、堀内美江「エンデ文学の萌芽 ― 黒姫童話館エンデ資料リス ト公開を機に
一」早稲田大学大学院文学研究科 ドイツ文学専攻 Angelus Novus会 『Angelus Novus』 第
27号 1999年 115‐ 130ページ、子安美知子監修、堀内美江編著『エンデの贈りもの』河出書
房新社 1999年を参照。
を模範 とするよりもむ しろ、ロマン主義の伝統を今 日の我々にふさわしい形で取 り上げ
ようと試みている、と推測 している。それは正 しい。 4
ドイツにおけるロマン主義は 18世紀末から 19世紀にかけて興った思想的・文化的運動
である。文学においては時代 と活動地による複数の区分があり、多くの場合、活動地によ
る区分は時代区分の下位区分 として置かれている。主な時代区分 としては、二区分 と三区
分の二つが挙げられる。前者はティークや ヴァッケンローダー、そ して主にイェーナを中
心に活動 したノヴァー リスやシュレーゲル兄弟 らを初期 (前期)ロ マン主義 とし、それ以
後の作家たちを後期ロマン主義 とする区分である。5後者の三区分の方では、初期ロマン
主義より後の時代が二つに分けられてお り、アルニムやブレンターノ、グリム兄弟 らハイ
デルベルクのサークルや、E.To A.ホ フマン、シャミッソー、フケーらベル リンのサーク
ルは盛期 (中期)ロ マン主義 として、そ してウィーン時代のフリー ドリヒ 0シ ュレーグル
や ミュンヒェン時代のグレス、ブ レンターノらは後期ロマン主義 として位置づけられてい
る。6
このように数多く存在するロマン主義者たちの中でも、エンデにとつて最も重要なのは
ノヴァー リス (Novalis IFriedrich von Hardenbergl,1772‐ 1801)であった。例えば、エ
ンデは自分の人生の転機 となった、あるいは決定的な影響を与えたテクス トを集めたアン
ソロジー『 M.エ ンデが読んだ本』 0分力 Zθsθわυ励,1983)の 中に、ノヴァー リスのエッ
4 LIichael Ende: ル笙盪′」 Enあ s ttιtelkasIわ″。Shzze″  口″ご Áb泣eno Stuttgart, Wien:
Weitbrecht Verlag in K.Thienemanns Verlag,1994,S.266。 (以下、同テクス トか らの引用は
滋 ふ ′」Lあ sん′lelkasわ″ と略記 し、ページ数 を添 える。訳出にあたっては、田村都志夫訳
『エンデ全集 18エ ンデのメモ箱 上』および『エンデ全集 19エ ンデのメモ箱 下』岩波書店
1998年 を参照 したが、本稿における引用は筆者による訳である。 )
5 vgl.,Fritz l唖 artini:De″rsθヵθ Litera′ 道聰QsChiChごυ.予b″ &en∠″fangθ″1先is z″r(7oge″ NaFι
15。 Auflageo Stuttgart:赳 frod KIё ner Verlag,1968,S.319r。 お ょび岡田朝雄、 リンケ珠子
『 ドイツ文学案 内 増補改訂版』朝 日出版社 2000年 23‐ 24ペー ジ、332ペー ジ参照。
6 vgl。 ,Helmut Schanze(Hrsg。):』b“′″″女ザ乃″励 ν
“
。Stuttgart:ノ咀ied]甍 rёner Verlag,
1994,S.31∬ .uo Jan‐ Dirk lttuller(Hrsg。 ):fb′Jθ壼女θtt■eF db口おaルθ″Lゴtera′口r再ノ7Ssθ″Saみ arh
Bd.3.Berlin,New Yrork:ヽ Valter de G}ruyter,2003,S.326」r.u.Detlef E■e mer:Ro」
“
′″tik。 3.,
aktualisierte Au■ ageo Stuttgart: Lttetzler, 2007, S.47ff.uo Lttonika Schnlitz‐ ElllllanS:
Einカカr“″g ゴh tte Dιerar″r ier Ro“θ″L量_ 2., durchgesehene Au■age.]Darlnstadt:
Wissenschattliche Buchgesellscha乱 ,2007,S。 761た だ し、テ ィー クや Fr。 シュ レーゲル、
ブ レンター ノな ど、複数の時代や活動地にまたがって活動 した作家 もお り、これ らの区分は一
義的に定められているわけではない。 さらに、研究者によつて作家やサークルの区分、年代の
規定 も様 々である。例えば、ゲルハル ト・ホフマイスターは上記の二区分においてホフマ ンら
ベル リン・ロマン主義の作家たちを後期 ロマン主義に数 え入れている。Vgl.,Gerhart Holmeister:
De口 tschθ 口″ごθttrop′ゴs“θ Rθ
“






















7 vrgl.,卜生chael Ende:ユ丘分h¨ιθsθわ″励 。Frankfurt an■ 1嘔ain:Fischer Taschenbuch¬ Verlag,
1983,S.106‐ 115。
3 vgl.,IMichael Ende,Jё rg IGichbaum:″ゴbノレdi″
“
匂豪θ乱∝ クロ″ktt」′ θθ3pra(■θ″b"
Kuns′ ″″ご 〔力s ″b」を (力s_ル麟及ys Edg鐘 肋 あ 。Stuttgart: Edition Weitbrecht in K。





9 」砒衝とみ′JEndbJ Ze′しekasten′ S.266。
10 Ste五 Hugendubel:f昴 加 θ血 腸 盪カカFθ ル タθ口′″魚 ■,S.50。 (黒姫童話館資料番号 :
01DA016)興 味深いことに、このインタヴュー記事を読んだロマン主義研究の大家であり、当
時国際ノヴァー リス協会の会長であつたハンス=ヨ アヒム・ メール (Hans‐Joachim Mahl,
1923‐ 2001)が エンデに二通の手紙を送っている。まず、1994年 12月 4日 付のタイプ打ちの
手紙 (黒姫童話館資料番号 :02B016)に おいて、メールは国際ノヴァー リス協会での招待講演
をエンデに打診 している。1995年 1月 4日 付のメールによる三通 目の手書きの手紙 (黒姫童
話館資料番号 :02B017)を 見ると、エンデは 1994年 12月 21日 付の手紙でメールの最初の手
紙に対 して返信 してお り、その中で原則 として講演を行わないことを理由に、メールの招待を
辞退 したようである。 さらに、エンデはこの返信の中で自身 とノヴァー リスとの関係を語つた
と推測 されるが、筆者はこれまで行なった調査でメール宛の手紙を見つけることができなかっ
た。






















13″bみ′ダ Fr2Jbs Zette‐asten,S。 266.
14巡ふ′」み あsん′わ旅′sね″,S。 268.エ ンデは3″爾 贋〆′誌のインタヴューにおいてもロ
マン主義を「これまでで唯一、ドイツ独自の文化業績」であったと述べている。Vgl.,Astrid Braun:




″ご五&置を′′In:」致ヵ'sθ″b■ar′ ノレr ttn De“ ιsttθ″
β口aみ力′″ie■、46。 Jg。 ,Nr。 102,21。 12.1990,S.3985。
15 ]拓
fεЙ′θノEndes Zerte■kasね″。S.269.
16「まった く ドイツらしい」においてエ ンデは、ホフマ ンやシャミッソー ら一連の ロマン主義
者たちの名前の中にジャン 0パ ウル も挙げてい るが、ジャン・パ ウルは多 くの場合、文学史に
お い て ロマ ン主義 と古典 主義 の 中間 に分 類 され てい る。 Vgl.,Kurt Rothmann:meinθ
Ges“ ich農9 dbr dbυ
`sttθ
″乃 tera′口r.19。 s erweiterte Au■ageo Stuttgart:]Reclam,2009,138∬ .
u.Hans Gerd Rё tzer: θsてカゴ(■わ &er`わ″お
“
θ″」りιeraιI″.助θttθ″′И口LoreI■, ″erke.2.,





れ S。 296。 および岡田朝雄、リンケ珠子『 ドイツ
文学案内 増補改訂版』44ページ参照。また、『闇の考古学』でエンデは、「ロマン主義はじ
か し、はるかに大きな構想だったのです。それは文化や世界全体の構想であり、世界に関する
哲学的な構想だつたのです」 にあ 五r盪江01oぎe歯 ″こ
“
ke■hJム S.154■ )と 述べ、ヘーグル
もロマン主義に数え入れている。ただし、ヘーゲルは青年期からロマン主義 と深い関係を持ち
ながらも、後にロマン主義を批判 してお り、一義的にロマン主義に含められるわけではない (ヘ
ーゲルとロマン主義の関係については、伊坂青司『ヘーグルと ドイツ・ロマン主義』御茶の水
書房 2000年 を参照)。 さらにエンデは、ここで引用 した 「文化的アイデンティティ」とい う
言葉において、 「自国の歴史に関する学術的・歴史的認識」ではなく、「生の形式や生きる価











極的に受け継 ごうと試みてお り、この点について しば しば具体的に言及 している。
例えば、『モモ』 (」唆口α 1973)に付された「時間泥棒と人間に盗まれた時間を取り返
した子どもの不思議な物語 ― メルヒェン・ロマーン」(Die seltsame Geschichte von den
Zeit‐ E)ieben und von derrl Ⅸhnd,das den IIlenschen die gestohlene Zeit zuruckbrachte。

















18 steffi Hugendubel:」 を通bin ttLМねぼ曇″ &erR硼囮″″し ろ S.50。 (黒女臣童言舌館 資料輝野号 :
01DA016)






号 2009年 3‐ 13ページを参照。
20黒姫童話館 資料番 号 :02F05](08.03.1973.An Helmuth Ende)"[.…]Das Gedicht von
Novalis、アar lnir sehr gut bekannt,ich habe sogar zeitweilig IIlit dem Gedanken gespielt,es
als IⅥ:otto vorn ins Buch zu setzen ehe ich das''irische Ⅸhnderlied‖ fand.Ich habe es aber
nicht getan,weil es lnir ein wenig zu anspruchsvoll schien夕 Yrlich lnit Novalis zu schmucken.
Es bestand auch(五e(3efahr,daS es so scheinen konnte,als sei das ganze]Buch sozusagen
ntthts anderes,als eine lnterpretation des Gledichtes,denn es paSt fast zu gut。 [...]“
21田村都志夫『エンデを旅する一 希望としての言葉の宇宙』岩波書店 2004年 68ページ参
書簡の中でエンデは、ノヴァー リスの詩を挿入́しなかった理由と tノ てヽノヴァー リスを持
ち出すことに要求の高さを感 じたことと、『モモ』とい う作品全体がノヴァー リスの詩の解
釈 として一義的に理解 されて しまうことを避けることを挙げている。この点からは、エン
デがノヴァー リスを高く評価 していながらも、単純にそ して盲 目的にノヴァー リスおよび
ロマン主義を志向していたわけではないことが うかがえる。
エンデはさらに、同 じ書簡の中で、彼が女流作家ルイーゼ・ リンザー (Luise Rinser,
1911… 2002)に『 モモ』を朗読 した際、彼女の日からもノヴァー リスの名が出てきたこと
について次のように述べている。
(… )も う一度 ノヴァー リスの話に戻ろう。叔父さんがこの詩でモモのことを考えてく
れたことは、もちろんとてもうれ しいのでもそれ とはまた別のことが起きたんだ。人は
まさにそのような小さな「偶然」に注意すべきなんだ。少なくともルイーゼ・ リンザー







か したら彼は 「上」から少 しお節介を焼いたのかもしれない。 (… )22
照。田村都志夫 も述べているよ うに、後にエンデはこの ノヴァー リスの詩 を『 エ ンデのメモ箱』
の「ある中央 ヨー ロッパ原住民の思い」(θθル″魚η α″θs zθ″加 んこ[ropa品θ″■ngeわorenθJ
の末尾で引用 している。Vgl.,1%“′」ル ル sん′古elkasZθ″,S.69。 エ ンデはまた、 ドイツ児童
文学アカデ ミー大賞受賞記念講演の中で も、このエ ッセイ とほぼ同 じテーマを扱つてお り、や




′励 θ″.Vbrtrag anla131ich der Verleihung des G卜 ro3en Preises der
Deutschen AkadeⅡ lie f・tilr lhnder‐  und Jugendliteratur am 26。 November 1980.In:
Juge″ 覆ら
“
盪 盟′g′zI″,31.Jg.・ H.1,1981,S。 17.od.′′」動Fterar″r」缶r mntter“′Rede anla31ich
der /ヽerleihung des ,,CTr03en Preises der E)eutschen AkadeⅡ lie fur lhnder‐  und
Jugendhteratur V「 olkach 1980``, 28。 November 1980。 In: ル IIθ  Sa″2J堕ノυ″g″ Gёιιinger
Zeitsirtt hr Erziぬυ″g“″ごθθsens“′■ 21。 Jg。 ,H。 4,1981.S.316。
22黒姫童話館資料番号 :02F051(08,03.1973.An Helmuth Ende)"[。 …]Aber zuruck zu
Novalis:Es Jheut lnich naturlich sehr、 da3]Du bei dieseln Geと cht an die LIonlo gedacht
hasto Aber es ist noch et¬ was anderes gescheheno LIan soll ja wohl auf solche kleinen
'lZufalle''achteno Jedenfalls sagte Luise Rinser,alsマ vi口 ihr neulich einige]Kapitel aus dem











も読み取ることができる。エアハル ト・エプラー (Erhard EppleL 1926‐ )お よびハンネ・
テ ヒル (Hanne Tachl,1942‐ )ら との対談『オ リーブの森で語 りあう』 (■物″″″
mtiFPO■it量,1982)に おいて、エンデは『 はてしない物語』の中心的なテーマの一つと
して「失敗の神秘」(das MySterium der Fehler)23を 挙げ、バスチアンが経験する、度重
なる失敗が最後には成功につながるというモティーフが、すでにE.TA.ホ フマン(E.T.A.
Hoffmann,1776‐ 1822)の小説『黄金の壺』にし








Sie kaⅡl dann im weiteren(3esprach nicht lnehr darauf zuruck und als ich sie schlie31ich
iagte,wuSte sie diese AuSerung nur ganz oberiachlicih zu begrtilnden,stihstisch und rein
sprachlich,¬ 7o naturlich wenig wirklicher Zusarlllllnenhang bestehto lch weiS nicht,was fur
einen Reim ich mir darauf machen soll,mir ist nur aufgefa■ en,daS in kurzer Zeit zweimal
hmtereinander und unabhangig vOn einander dieser Name auf Hlich zukam。 「ヽielleicht hat
er von‖ oben"ein biSchen lnitgelllischt.[...]“
23 Erhard Eppler,L[ibhael Ende,Hanne Tachl:fL′ ″ム21"a′面的酵比νfb″饉k,PIs虎湧η」re■nθs
θθΨraaあa Stuttgart:Edition VVeitbrecht im Ko Thienenlanns Vё rlag,1982,S.42.(以 T、
同テ クス トか らの引用 は ■レ″″」bZ醜どル
“
ra強艦 と略記 し、ペ ー ジ数 を添 える。 訳 出にあた
っては、丘沢静也訳『エンデ全集 15オ リーブの森で語りあう』岩波書店 1997年 を参照した
が、本稿 における引用は筆者による訳である。 )
24『黄金の壺』の ドイツ語表記は二種類あり、初版では"D"己d温 θZ″F`と 、第二版では"」″
3d趣θご呻 i“ と表記されている。この変更がホフマンによるものかどうかは不明であり、ホフ
マン自身もテクス ト等において両方の表記を使つていたようである。Vgl。 ,Hartmut Steinecke
[u.a.]131rsg。 ):ErИ ″Лttha燿″ SImムルb力θ rerh.Bd.2/1.Л 2″″」θs′″attθ 力 Ca■■oιむ
』イレ」ごbr,「erke fjげ 4 Frankfurt am Main:Deutscher IClassiker Vrerlag,1993,S.753f。 1許術
論文や学術書においては"Dげ 3d温θ物 ノ
`が多 く用い られてい るが、本稿ではテクス トとして
使用 した Deutscher Klasstter Verlag版 の全集 にな らい、"Dび 3d“nθ r″F`と 表記す る。
なるのいつたいヽ正 しいとか間違っているとは、どうい う意味だろうか ?人間の運命は
学校の課題や ×印の付いたテス トなんか じゃないんだ…。」25
ここで注意 しなければならないのは、エンデがこの 「失敗」 とい うモティーフをホフマ
ンから直接取 り入れたのではないとい うことである。黒姫童話館に所蔵 されているある書
簡において、エンデは『はてしない物語』を執筆する際に『黄金の壺』を意識 してはいな
















:女臣童:言舌食官:資料番1手チ:02EB002(17.05。 1981.An Hans ttralter Schmidt),,[...]Es ist fur
Ⅱlich illrlmer w7ieder verblu■ lend, llrlit Ⅵ/ievielen anderen Buchern meine ''Unendliche
Geschichte"in Zusammenhang gebracht wird.Am haufigSten bisjetzt mit dem"Goldenen
Topf'von Eo Th.HOflll■ ann[sia,der mir zwar von ither her bekannt war,an den ich aber




ている。 Vgl.,Astrid Braun:〃 予レ陶 ″d旅″ガ′_Zi rメ4.¨ ′″』,・eaを υ″ノЙレ丘′,S.3985。












スドルフ 31、 そしてクラウディア・ルートヴィヒ32ら の研究が挙げられる。また、近年で
もハイナ・ストヤン 33ゃ ァガーテ・ラトカ 34ら による研究があるが、これら一連の先行研
究の中には、エンデとロマン主義を直接的に結びつけようとするあまり、その解釈の根拠
に蓋然性がなく、再考の余地を含んでいる部分もある。35ま た、日本では、中村ちよ 36ゃ
酒井明子 37、 青山隆夫 38、 梅内幸信 39ら の論考において、エンデ文学の持つロマン主義的




品たЙ se■bsι″И ttfien5レ Eren
α″θS″θ
“
θ″ル6/Z力θS.Tそrs口励 ″わ″ einθ ″DLθ″dZttθ θes(ダゴ励ね`I Frankfurt alln Main:
正pa‐ Verlag,1983.Ougend und Medien,Bd。 3)




おり乙斑 醒 ederkehr ttI Rο
“
′″乙』rわJ
ittiaゐ ′aFEndb“″ごPeter」曰レ″量 e.Neuss:Verlag Jurgen schampel und Frank ICteine,1983.
32 claudia Ludwig: Nasご
“`rθ
rわ′じη″ dein“ レ7tern力′θ′..ゑ奮励′aJ Enあθ」強′″″Jb″ ―
3ymわ〔油量 ″″ご〃terarisc力 θθ口θ」髪狙.Frankfurt am M[ain:Peter Lang,1988.




′θf Endb′ И r ein6r
Ein」Lぎ′ms zttr Zb′
"を
lJ」口″g ttl θ′′′口″gsl力θθ″θ II″ ご e■nθ」
“
五k女″ s zIIFノカ′″ι′θttsぬθ″
亜GbdしL″じerarttr ttI I乃 じピ7 FrankfuFt am Main:Peter Lang,2004.
34 Agathe Lattka:  Иttb― F ■eF Rθ
“
′″艦 ′ Einθ  DLじers口 aゐ
“
″g 』乙たら′aJ Endbs
″θЛ′″ り θ iフЪθ″dttiθЙθ θes盪1“茨ダ。Munchen:G}rinヽ戸erlag,2005。
35例 えば、ス トヤンはコレアンダー氏の名前が『黄金の壺』の第二の夜話で言及される店の所
有者の名前「コンラーディ」("Conradi“ ,Hartmut Steinecke[u.a.](Hrsg)Z rИ ′″πb′″″
sam』盪θマ熱 Bゝd・ 2/1,S.235u。 243)に 由来する可能性を示唆している。Vgl。 ,Httna
Stoyan:a.a.0.,S.126.こ の点についてはしかし、すでにルートヴィヒが述べているように、
あくまで名前の類似性́が指摘できるのみであろう。Vgl.,Claudia Ludwig:ao ao Oり S.162.
36中村ちよ「ミヒャエル・エンデ「モモ」一 児童文学にあらわれた内的時間について 一」東
京女子大学『東京女子大學付属比較文化研究所紀要』第 45巻 1984年 17‐35ページ。
37酒井明子「二つの世界とイノセンスの所在及びその意義 一 エンデと賢治を巡つて 一」横
浜商科大学『横浜商科大学紀要』 第 7号 1991年 293‐ 315ページ、および、
「ロマン主義円
環理論とM.エ ンデの動 α Lα″♂"Reisθ
 Zゴ (『ある長い旅の終着点』)」 横浜商科大学『横
浜商大論集』 第 27巻 第 2号 1994年 208-228ペ ージ。
38青山隆夫「M。 エンデ :『モモ』とロマン主義」東北大学言語文化部『言語と文化』第 9号
1998年  161‐ 186ペー ジ。
39梅内幸信「M.エ ンデの『魔法のカクテル』における良心の鐘の音」鹿児島大学法文学部『人
な特徴が指摘され、あるいは両者の関連が論 じられているが、この方面に関する研究はま













ハンスイェルク・ヴァイ トブレヒトとの会話である。1977年 2月 、当時ローマ近郊にあ




文学科論集』第72号 2010年 285‐ 312ページ。





θ″′θЙ〔晨,」盟ZarJわθr再/6ri Stuttgart,Ⅵ rien,Bern:ヽ Veitbrechtヽ rerlag in]K.Thinemanns
rヽerlag,1997,S。 143f.
41,,Ein Junge gerat beilll Lesen eines Buches buchstablich in die(3eschichte hnein und
fillldet nur sch恥アer wieder heraus.“ maus seehafer:LLerTレ 7帥′」
“
ゴ′盟Lbe■Enあ :2 re量_In:
L力′ Sozia」bェ■ab農フ′IIs ier′″励FηθsリカIsttθ″=セわ″4 Nr。 7‐ 8,1982 Juli‐ August,S.15.u。
Hans‐JOachim LIIuller(Hrsg。 ):β口彪わ′ab〔ソИυこQIen」L農ソ燿θ712T/S′ Darmstadt:Gesellscha乱
Hessischer Literaturieunde, 1985,S.88.uo Michael Ende,Roman Hocke(Hrsg。 ):D∝
ⅣZθ″′″dsgaF""″ Munchen:Pゎ er Verlag,2009,S.300。 u.Roman Hocke,Uwe Neumahr:
″lab′」ル あ ,Magis“ θ Ndten″ Munchen:Henschel Verlag,2007,S.103.他 の資料では、
「一人の少年が物語 を読んでい る間に文字通 り物語の中へ入 り込んで しまい、苦労 してそ こか
ら抜 け出す」,,Ein Junge gerat beilll Lesen einer Geschichte buchstablich in diese Geschichte
hinein und indet nur schwer wieder heraus.“ (Barbara Bondy,Barbara von Wuttn,Hans
Heigert:  θθttraθ力 盟ゴ′ Mbゐ′」  Endb. I′ brs口θ乃,  こen 丁勧 sser ttI ″働 θ″d■lθらθ″
θθs“ittιθ“zこI″2 Erzahん″z″ bringθ″.In:S″ddeυιsiθ ttdι ■理 ,Nr.61,14。 /15。 Marz 1981,
S.137)Od.,,Ein Junge gerat beillrl Lesen einer Geschichte buchstablich in die(3eschichte











ル」誌のベス トセラーリス トにランクインする。初登場となったのは 1980年 7月 7日 第
28号で、このとき第 5位であつた。46そ の後、1981年 1月 12日 第 3号で初めて第 1位
の座を獲得したのを皮切 りに、47ベス トセラーリス トの 1位 と2位の間で入れ替わりを続
110)と 述べられている (傍点および下線は筆者による)。 なお、L力θの訳出にあたつては、
河西善治編『第二の道』第 3号 人智学出版社 1985年およびミヒャエル・エンデ他著、樋口
純明編 『ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』 人智学出版社 1986年を参照し
た。後者の方には LんJでは編集・短縮されたインタヴューが全文訳出・掲載されている。そ
こで底本 とされてい るのは 力賭湖 yf2多盟 Jbs JQIttθ zぽ Л分ル ″ば ご″
"り
腸媚♭ガdagO」k′
He量 25,Advent 82,Flensburg e.V。 に掲載 された記事 Lた″力″
“
ゴ測匿盪′」&ル であるが、
筆者はこの資料 を入手できなかったため、本稿では可能な限 り L力θをテ クス トとして使用 し
た。
42 vgl.,Roman Hocke,Patrick Hocke:腸
“
ar2直ふ θ θθsaみ」盪ル.Jas_月 b′″″J“ texikon.
StuttgaFt:Thienemannヽrerlag,2009,S.54■
43 Barbara lBondy,Barbara von Wulffen, Hans Heigert: θθ3praab mi′ 』五:bЙ′」 Enあ,S.
137′
44:皿auS Seehafer:Lね rttθ lly“士И 盪′」ル (わ 2 re■■、s.15。
45 Ebd。 ,S.14.エ ンデは他のインタヴューや講演においても同様の発言をしている。例えば彼
は、『南 ドイツ新聞』のインタヴューにおいて「最初はもつと短い話になると考えていました
が、書いている間にこの案件はますます発展しました。本当に私はこのことで危うく気が狂い
そ うになりました。それは私を四方人方に爆発 させたのです」と述べている。Vgl.,Barbara Bondy,
Barbara vOn Wulffen,Hans Heigert:ao a,0り S。 137,彼はまた、1986年 8月 18日 から 23日
かけて開催 された、国際児童図書評議会の東京会議 「子 どもの本世界大会 ― 第 20回 IBBY
東京大会 ― 」での基調講演においても、同様 の発言 を してい る。Vgl,,Mbレダ 肋 あ s
多銘tekasた″′S.188。 この大会のプログラムでは、エンデの講演が行われたのは、8月 19日 と
なつている。神宮輝夫他編『なぜ書くか、なぜ読むか 1986年子どもの本世界大会 一 第 20




46 vgl.,Dtt QttQF4 34.Jgり Nr.28,07.07.1980,S.162.
47 vgl.,3ビ 身震りこ 35。 Jg。 ,Nr.3,12.01.1981,S.160。 この号では『モモ』も第 8位にラン
タイ ンしてい る。
け、1981年 6月 15日 第 25号から 1982年 7月 12日 第 28号まで 56週連続で 1位 を獲得
した。481984年 4月 には『鏡のなかの鏡』 (五br ‐ヽゞ ゴカ助れ
"ノ
)もベス トセラーリ
ス トに登場 し、4月 中旬から7月 頃まで『はてしない物語』と『モモ』とともに、エンデ
の著作三冊がベス トセラーリス トの上位を占めている。ただし、7月 を境に『モモ』と『鏡
のなかの鏡』は徐々に順位を下げ、10月 にはリス トから姿を消す。一方、『はてしない物
語』は 1985年 4月 中旬までリス トに残 り、初登場以来、5年近くに渡ってベス トセラー
リス トに載 り続けた。年間ベス トセラーが掲載される各年次の第 1号を除けば、49最終的
に総計 110週 に渡ってベス トセラーリス トの 1位 を獲得することとなった。50
すでに多くの先行研究において指摘され、エンデ自身もその一部について言及している
ように、この作品にはロマン主義だけでなく、ギリシア神話やアーサー王伝説、グリム童









481981年の年間ベストセラーが掲載された 1982年 1月 4日 第 1号 を除く。
49『 は て しな い物 語 』 は 、 1981年 、 1982年 、 1984年 の 年 間 ベ ス トセ ラー にお い て 1位 を獲
得 してい る。 Vgl。 ,Der a娘esd,36.Jg。 ,Nr.1,04.01。 1982,S。 110。 u。 37.Jg。 ,Nr。 1,03.01.
1983,S.126。 u。 39.Jg。 ,Nr.1,31.12.1984,S.104.
50ベス トセラーリス トが掲載されなかった 1984年 4月 30日 第 18号を除く。ティーネマン社
のホームページでは、『はてしない物語』が第 1位 を獲得したのは 113週 とされており、年間
のベス トセラーリス トにおける結果も含まれている。Vgl.,http:〃 cms.thienemann.deAndex。
php?option=co m_content(&view=article86id=66&51tell■ id=94
51ェ ンデと錬金術思想の関連については、川村和宏『ミヒャエル・エンデの貨幣観 ― ゲーテ
の『メルヒェン』からシュタイナーを経た錬金術思想の系譜 ―』三恵社 2011年 を参照。
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″θ″dLttθ  θθθJ蜃力発.Mhnchen:Piper Verlag,2009,S.5,(以 下、「司
作品からの引用は五石θ
““
ごね猪 θbs“渤 た と略記 し、ページ数を添える。訳出にあたつて
は、上田真而子、佐藤真理子訳『はてしない物語 上・下』 岩波少年文庫 2000年 を参照した
が、本稿における引用は筆者による訳である。ただし、固有名詞の表記については上田・佐藤
訳にならつた。)
53 Die口』θttdZb■ θ(7θs励ゴ盪 た,S.8.
54 Die″″θ″dZb力θ θθsabicЙ ゎ,S.8.





58 Die“″θ″d■b力θ Ges励ゴとみた,S。 9.










主人公は、文学研究において 「変わり者」 (Sonderling)の類型に属 してお り、61ロ マン
主義文学においてもしばしば登場する。クラウディア・ルー トヴィヒは、ノヴァー リスの
『青い花』のハインリヒやE.T.A.ホ フマンの『 黄金の壺』のアンゼルムス、『 蚤の親方』
u農壼燈・」磁9ヵ,1822)の ペ レグリーヌス・テュス、さらに『 ファールン鉱 山』にを B血 Ⅳette
z″ 」乃ノ囲 ,1819)のエー リス・フ レーボムらとバスチアンを比較 している。62本章では、
これらノヴァーリスとホフマンの描いた主人公たちとバスチアンの類似点および相違点を
より詳細に検証していく。







61ルー トヴィヒによれば、 ドイツの文学研究における「変わ り者の類型」 とい う名称は、ハ ン
ス・レールの論文 (Hans Rё hl:αLraktere力 あ r abυtsぬθ″I万盪 ′′″g abs f9しら力J“″こerお′
In:笏お盪J力 r&こ′ιs凸女υ″あ ,Nr.36,1922,S。 213‐ 221)の 中で初めて登場 した とい う。
Vgl。 ,Clauclia Ludwig:"Lsご口ererbr yθ″こei″θ″予移tern力′s′′,″ ′S。 150。
62、「gl.,Clauと aI」ud"ア ig:ebd.′ S,151‐ 155u。 232■
63 Eo To A.Hofflnann:Der gθ ldenθ ttf ln:Hartmut Steinecke[uo a.](Hrsg。 ):Z 
『
И″




64 Dergoldenθ  Oop£、S.230.
65 vgl。 ,DeIBd“ ″θ Eopf、 S.258.
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中産階級の婦人に「あの人、ちょつと頭がおか しいのか しら !」 70と 言わ しめ、婦人の亭










66 Dtt gθ ttb″θE"f、 S.231.
67こ の点 につ いてはすでにルー トヴィヒも同様 の指摘 を してい る。Vgl.,Claudia Ludwig:蔵お
ご口(2:θrらん五
“
勧 θ″ レ7じern五′si..′ S。 151f.
68D∝
♂θttbttθ  Eopf、 S.234.
69D∝ gθ此泌″θ Top£、S.236.









上に挙げた場面以外でも、 リン トホルス トやゼルペンティーナたちは断続的にアンゼル
ムスに働きかけているのそ してヽ最終的に彼はゼルペンティーナ と結ばれて詩人とな り、
ア トランティスに居を構えることになる。彼 らがアンゼルムスを選んだ理由は、彼の持つ
素質にある。不思議の国ア トランティスを追われ、人間界にリン トホルス トとして転生 し
た火の精が、再び 自分の国へ帰還するためには、彼の娘である三匹の蛇たちが 「子 どもの
ような詩的′Lゞ情」(ein kindliches poetisches Gemut)73を 持った若者 と結婚 しなければな
らない。そのための条件 として、このような心情を持つた若者に必要とされているのは、
彼女 らの歌を聞き取ることができることや、彼女 らの「優美なまなざし」74に よってア ト
ランティスの存在を知 り、自身もその国へ到達できるとい う予感を抱くこと、そして 「蛇





しば しば見出される」 77と されている。それゆえ、アンゼルムスにおいては、日常的な失





的に親 しみ、自分の居場所を作るのである。そ して彼は、コレアンダー氏曰く、「それ 自体
がファンタージエンに由来する」 78本 を通 じて、ファンタージエンとい う幻想世界の存在
と幼 ごころの君やア トレーユの呼びかけを感知 し、二つの世界を往来することになる。




75 DagOIdenθ Eopf S.291.
76五)θr gθ」ゐb″θ物 イS.291.
77 Dergθ」ゐb″θl%PF S.291.
























んだ「実際的で体系的な勉強」(ein eigentliches systematisches Lernen)83に は日もくれ
ず、彼は「自分の内的な心情が要求することにのみ全身全霊をあげて没頭し、それ以外の
ことをすべて跡形もなく自分のもとから去るがままにして」いる。というのも「彼の心情






















空想の世界に深 く没入 している。「自分の物語を自分に話 して聞かせるとき、彼はしばしば、
自分の周 りのことをすべて忘れてしまい、最後になってようや く、夢か ら覚めるように我
に返つて」86ぃ る。それゆえ、バスチアンとペ レグリーヌスは、現実から離れて自己の内
面で空想の世界を構築 し、好んであるいは積極的にその中で生きるとい う点で共通 してい
るといえる。
このように、失敗による現実不適応 と幻想世界 との関わり、そ して自己の内面で展開さ

























チアンはア トレーユにも両親がいないことを知 り、その境遇に共感を抱 く。彼は部族の男
女皆によつて育てられたため、ファンタージエンの共通語で「皆の′自、子」(der Sohn a■er)89
を意味する「ア トレーユ」(Atr6ju)と名づけられた。90こ れに対 してバスチアンには「実




こでは、ペ レグリーヌスと『 ファールン鉱山』の主人公エー リス・フレーボムが挙げられ
る。98
両親の死という契機 ― ペレグリースス・ テユス
まず、ペ レグリーヌスについて見てみよう。先述のように、彼は父親の使いでフランク
フル トからハンブルクヘ赴 くものの、そこで仕事を放棄 して旅に出る。その際に彼は両親


























しばらくの間、ペ レグリーヌスはその女を凝視 していたが、ようや く奇妙に微笑みな
がら口を開いた。「あなたか、アリーヌ。父さんと母さんはまだ生きているんだ、そ うだ




ままにし、彼 らがまだ生きているかのように振る舞 うことを決意する。そ して世間との交
わ りを絶つて孤独に暮 らすようにな り、アリーヌを相手に 「奇妙な生活」95を はじめるこ
とになる。例えば、彼はかつて家庭で祝われた、「父親 と母親の誕生 日、復活祭の初 日、彼
自身の洗礼 日」96を 両親が生きていた頃とまったく同じように取 り仕切る。その際に彼は、
かつて父親が招待 していたのと同じ人数分の料理や食器をアリーヌに用意させる。そ して
「食卓の用意が整 うと、ペ レグリーヌスは独 りきりで席につき、ほとんど飲食せず、両親
や空想の客人たち (eingebildett Gaste)の 会話に耳を傾け、集ま りの中にいる誰かが彼
に向けたあれ これの質問に対 してごく控えめに答える」97の である。 さらに彼は、クリス
マスもこれ と同様に祝つてお り、かつて両親が彼にしてくれたのと同じようにクリスマス
のプレゼン トを買い揃えて、自分に贈っている。そ してひ としきリプレゼン トを堪能 した






95 Meister Jttθ 力,S.315。
96 』zLゴsterノηbル,S.315。
97 MeiSたr fttЙ,S.316。 イ芳″点は鐸曇灌科こよる。
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母親の死という契機 一 エー リス・ フレーボム
次に『 ファールン鉱山』の主人公エー リスを見てみよう。彼は「ほつそ りとして魅力的
な、二十歳になるかならずの青年」98でぁり、普段は船乗 りとして働いている。スウェー
デンのイェーテボリに帰港 した彼は、無事の帰港を祝 う祭 りであるヘンスニングに加わら
ず、酒場の戸 口の横にあるベンチに座って、独 りふさぎ込む。祭 りの騒ぎは彼にとつて苦
痛で しかない。酒場の歓声がひときわ大きくなつたとき、彼は 「ああ、いつそのこと海の
奥底に葬 られていればなあ !一緒に喜びをともにする人間なんて、もうこの世にはいない







岩礁に打ち上げられたように孤独で、寄る辺なく、惨めである」 100と 感 じる。このような
彼の苦 しみは世間からは理解 されないのそれゆえ彼は、船乗 り仲間や娼婦がヘンスニング





は夢の中の光景や 「ファールンヘ行け」とい う「未知の声」102に 駆 り立てられて街を歩き
回 り、四日後、老坑夫の姿を追つて街を出ることになる。
母親の死によつて天涯孤独の身となったエー リスは、絶望感 と周囲の無理解のために、
98E.To A.Hoffn■ann:‐e BergⅣerke z“ JL「口″.In:Ha.rtmut Steinecke[u.a.](Hrsg。 ):Zr
」′正比覆澁η′″″ Sam属盪θ ⅣeFke.Bd.4.De 5br響 ゴ
“
s‐Fr″縫r_ Frankfurt allrl Main:
Deutscher E■ assiker Verlag,2001,S.209。 (以下、同作 品か らの引用 は ″
"B∝
sⅣerke zロ




6rttθ  Z″ Jbf″″,S.211.
100 1ttb Iた
当g"ィ6ソ量θz口 JLif″″,S.212.
101 3θ B霊毬Ⅳerke z″ Jbノロ″,S.211.




自分が住む世界に対 して嫌悪感 と疎外感を抱くようになっている。そして、これを契機 と
して彼は、 トールベルンに坑夫の素質を見出され、老人の語る鉱山とい う別世界に対 して
予感 と憧憬を抱き、それまでの生活を捨ててファールンヘ赴 くのである。
′`スチアンにおける母親の死と父親の無関心の影響
このように、ペ レグリーヌスにおける両親の死 とエー リスにおける母親の死は、彼 らを
孤独 と絶望の淵に陥れ、それまでの生活を一変させてお り、物語における転機 として描か
れている。ペ レグリーヌスは両親の死に正面か ら向き合わず、自己の内面で生み出される
空想の世界へ逃避 し、エー リスは母親を失つた悲 しみに耐えられないために、 トールベル










因するかどうか、テクス トにおいては言及 されていない。彼の夢想的な性格はペ レグリー
ヌスのように生来的なものであるとい う可能性も考えられる。さらに、バスチアンはペ レ
グリーヌスやエー リスとは異なり、母親を失つた悲 しみをある程度 自力で克服 しているよ
うに思われる。
バスチアンは父さんが悲 しんでいることをよく理解 していた。彼 自身、あのときは幾
晩も泣き続け、ときお りしゃくりあげて嘔吐せざるをえないほどであつた 一― しか し、
それも次第に過 ぎ去っていった。そ して彼はまだここにいるのだ。なぜ父さんは、母さ





α 予り″И 盪 ′θ′Enaし ,S.


























こではすべてが意味を持つています。」 (下線は原文による)Michael Ende,Roman Hocke
(Hrsg。):De■ ⅣLコ′″dsgar勧 ,S.46。 (以下、同テクス トからの引用は D崚 Ⅳb盟翻 己sgar加
と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、ロマン・ホッケ編、田村都志夫訳『だれで
もない庭』岩波書店 2002年 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)
107 Novalis: Hein五ぎ6Й yar2 6ビ姥
'rttngpコ
.In: muckhohn, Paul[u.a.](Hrsg。 ): A此ルア励 Fs
勧
・
9″・Bd・ I・ Stuttgart:Kihammer,1960,S.203.(以 下、同作品か らの引用は Heinrn
"″
0%動L脚 と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、青山隆夫訳『青い花』 岩
波文庫 1989年および今泉文子訳 『ノヴァーリス作品集 2』 ちくま文庫 2006年を参照した
が、本稿における引用は筆者による訳である。)
108ルJh万励 y“ 6猜釘 置ngen´。S.197.
109動
・
贔 じ句曖 6ぼ姥r置ngen′ S.204.
23
路に就く。旅の途上で出会 う騎士や婦人たちも、ハインリヒの「控えめな態度 と自然で穏
やかな振舞い」110を ほめてお り、特に婦人たちは「彼の好感を抱かせる容姿につい見 とれ
て」111い る。
また、ハインリヒは自他 ともに認める世間知 らずである。彼は 「生まれ故郷の町と、そ
の周辺の地域からは一度も先へ出たことが」112な く、外の世界に関する情報も「人から聞
く話だけ」113が 頼 りであり、彼が目にすることができるのも「ほんのわずかな本」114だ け
である。これに加えて、彼の目指す 「学者の身分」も世間から離れた世界であるとされて
いる。第二章で商人たちが述べるところでは、聖職者は世俗から離れて生きているために
世事に疎 く、彼 らが考えることも「役に立たない言い回 しに留まらざるを得ず、実際の出









長過程において 「両親からほんのわずかな制約も」H7受けていないとい う。つま り、ハ






112 正長ガbriぬ ,on ttθ r盪″gθ″′S。 203.
113 」顎分hri‐ 予二θ″ (2脅θr(畳″gθ″,S。 203.
114 Heinriぬ じζθ″ (9■つr‐ gθ″,S.203.
115 王長〕ゴhriぬ 7on ttr置■■gen,S。 207.
116 vgl。,肋 hrich yθ″ (9■つrttngθ″′S.207。
117 正長〕ゴhri‐ 予́on O量er』ngen,S.326.
1博 アンゼルムスやバスチアンとは異なり、ハインリヒが自分の素質に関して周囲の無理解を
こうむつていないとい う点については、すでにルー トヴィヒも指摘 している。Vgl.,Clau正a
Ludwig: Nas Jar ererbんアθ″■ei″θ″丁'7Lern力′s`.夕 。,S.145■
24
















い花に対 して強い憧憬を抱いたのは彼だけである。そ してこの台詞に続 く長い独自の後、
ハインリヒは「甘美な空想に」123ふ けるうちに眠 り込み、不思議な夢を見る。夢の中で彼
は様々な遍歴を経た後に、とある泉へ とたどり着く。そこで彼は、泉のそばに咲く「一輪
の丈の高い淡青色の花」(eine hohe lichtblaue Blume)124に 心を強く惹かれる。この花の





5ζθ″飾 r― ′S・ 208.
121 ЛL歯ェ通 じη″CMbr五ngen′ S.195。




た」i yθ″飾 rttngen′ S。 197.









別な現象」(eine sOnderliche Erscheinung)130で ぁると述べ、その重要性を説 く。





と、聖墓へと向か う巡礼の親 しい道連れ とみなすことができるのです。」 131
このような夢に対するハインリヒの見解は、バスチアンの本に対する嗜好 と比較するこ
とができる。学校の屋根裏で『 はて しない物語』を読みふけるバスチアンは、塔の時計が
九時を告げる音を聞き、我に返る。そ して彼は、『 はて しない物語』が「現実 と何の関わり
もない」 132本であることに喜びを覚える。 とい うのも彼は、「ごくありふれた人々のごく
ありふれた生活に基づいた、ごくありふれた出来事が、機嫌悪 く不平たらたらに語られた
本」 133ゃ、「何かある目的のために彼を誘い込もう」 134と ぃ ぅ意図が込められた本を嫌つ
ているからである。彼が好む本は 「手に汗握るようなもの、愉快なもの、読むときに夢に
描 くことのできるもの」であり、「登場人物たちが途方もない冒険を行い、ありとあらゆる
126 Heinrichフ物 (究者θr置■lgen,S。 197.
127晨inritt yθ ″ (2ルθrd畳″gθ″′S.197.















ハイ ン リヒが実生活 において存在す る 「規則性 J(RegelmaSigkeit)や 「平凡性」
(GewOhnhchkeit)か らの保護 とい う作用を夢に見出しているのと同様に、バスチアンも
本 とい う物語の世界に現実性や 日常性、そ して読者に対する意図的な要求が入 り込むこと
を忌避 している。 ウルズラ・ リッツェンホフは、ここでハインリヒが否定的に述べている
「規則性」とい う言葉について、シラー (Friedrich von Schiller,1759‐ 1805)が『崇高に










ような、ただの偶然ではなかったに違いない」138と 確信する。 とい うのも彼は、あの夢が
「大きな歯車のように自分の心に食い込み、力強くはずみをつけて自分の心を駆 り立てて


















139 勧 万ab 7ar2 6イ 姥r五ngen′ S.199.
1“ 中井章子によれば、ノヴァーリスはヘルモントやアンドレーエの『化学の結婚』等の錬金
術に関する著作を通して、このような新たな認識をもたらす夢の役割に興味を持つたと推測さ





























141 Klaus Seehaお r:丘:`α lttθ F f22ゴι動
『
て力′(ガ E″こた 2`ゐゴlS。





















に、彼 らは非現実的な世界や存在 と交わることができていた。それは、ノヴァー リスにお









144 Peter Boccarius:■多昴 ′」 Enab″ Der_4″ing ttr θθs(ダbittιθ,Aktualisierte Ausgabe.
FranHurt allll Main,Berhn:Ullstein,1995,S.61.
145、戸gl.,ebd.,S.61‐ 64.













1磐 ノヴァーリスは 1800年 2月 23日 付のティーク宛の手紙において、ハインリヒが「第一部
では詩人へと成熟していく 一 そして第二部では、詩人として輝かしく変容する」 (Novtts
鋤 ″ん ″′Bd.Ⅳ ,S.322)と いう構想を語:つ ている。ノヴァーリスにおいては、ギリシア神話
のオルフェウスが詩人の原型 として扱われており、彼は少年時代よリオルフェウスを主題ある
いはモティーフとした作品を創作している。その変遷については拙論「ノヴァーリス文学にお




ゴι力姥レ」肋 あ 21ЪゴIS。 15.
29
うことを、そ してそのようなことが経験できる少年はどのような人物であるべきか、とい
























の君」(die Kndliche lhiserin)に 報告し、助けを求めるために、それぞれの種族から選
ばれた使節である。その危機 とは「虚無」 (Nichts)の 拡大である。ファンタージエンの
151ルー トヴィヒは二つの異なる筋の並存について、E.To A.ホ フマンの小説『牡猫ムルの人
生観』をロマン主義文学における模範として挙げ、枠物語の使用という点でエンデとロマン主








それはす ぐはつきりしま した。赤 と緑です。」と述べている。Vgl.,Barbara Bondy夕 Barbara von
Wulffen,Hans Heigert:θθttr注轟 盟ゴιZ:昴′」 Fr2あ,S.137.た だ し、ホ ッケによれば、二色
刷 りは挿絵 を担 当 したロスヴィータ・クヴァー トフ リークのアイデアであつた とい う。さらに、
エンデとクヴァー トフリークは、バスチアンがファンタージエンに行つた後に二番目の色を使
用す るこ とも検討 していた よ うであ る。 Vgl。 ,Roman Hocke,Patrick Hocke:」 醐θ囲
“
』ね









を投げた者 もいるとい う。 152
ハ ウレの森で出会った後、四人の使節たちは 「ファンタージエンの心臓であり、幼 ごこ
ろの君の住まう場所」153で もある「エルフェンバイン塔」(Elfenbeinturm=象 牙の塔)を
目指 してそれぞれ別の道を行 く。このエルフェンバイン塔の周 りには「迷路苑」(Labyrinth)
と呼ばれる広大な平野が広がっている。そこは 「地平から地平へ と達 し、めまいがするよ
うな香 りと夢のような色彩に満ちた、他にはない大きな花園」 154と なってお り、「想像を
絶するほど広大な迷路」155を 形作つている。コウモ リに乗つてエルフェンバイン塔を目指





ルー トヴィヒはここで描写されている「青い巨大な釣鐘草」をノヴァー リスが描写 した
「青い花」と関連づけて解釈 している。『 青い花』のライ ト・モティーフであるこの花につ
いては、これまで多くの研究者によって様々な解釈がなされているが、158ルー トヴィヒ
はその解釈をユ ッタ・ヘ ッカーの研究 159に 依拠 している。ヘ ッカーは、キフホイザーの草












156 〕  θ口″θ″d■ lθ力θ(9θ3ふゴ
“
た,S.27.
157 五万θ rJJθ″dLiσゐθ θθsふichιθ,S.27.




159 Jutta Hecker: Das SImわ θ′ 漣I B■aνθ″ Eレ
“









































167例 えば 「化 け物の町」 (Spukstadt)で ア トレーユ は、人狼 グモル クの 「お ま えは誰だ」 と








その他多くの人々や事物」が暗示されているという。Vgl.,Barbara Bondy,Barbara von Wulfen,
33
模範であるロマン主義文学の象徴を忍ばせていても不思議ではない。この場合、「青い花」
が一風景 としてのみ使用されているとい う点に注 目すべきかもしれない。 ウシュウーズル
は自分の見たものが実際にフェニックスであつたかどうか、「確信が持てず、時間を無駄に



















aみ′θノEnde, S.137.u.Hans Ester:(算 θqρFaθ乃″ゴ′豆Labゐ′」
肋 あ .In:Dttrs“θβ″
“
α,23。 Jgっ H。 3,1993,S.180。 お よび、ミヒャエル・エ ンデ他著、樋
口純明編 『 ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』 40ページ参照。ルートヴィヒ
も指摘しているように、ファンタージエンに来たバスチアンが勇士ヒンレックたちの円卓に招














168 〕 θこf″θ″dichθ Gesiiぬ
`θ
,S。 27.
169 五万θ口″θ″dttchθ Geきぬ iぬた。S.27.






























173 vgl., Claudia Ludwig: Nasノ レ θrα:わr yθ″ 励 θ″ アンヒern■′s′ ..′ S.203f.u.Agathe
Lattka:階θ脆咸diFあF」助
“








Oestreicher:』 IichaJ Lあ缶Die口″α2θttυ bθ θθsてカゴ〔力わ。ИP置oのア〆島
“
′″″θ Jr2ιばθS.In:
″しs′ レ勧 ル 」饉じ留 Jケ′Zh■Og艶dPttαη Vol.35,1989,p.114.





に座 り、大きな本を大きな声で読んでいる。彼の周 りには熱心にレースを編む 100人ほど
の女性たちが半円状に座つてお り、ルッフィアモンテは彼女たちに物語を朗読 しているの
である。それは第二章でチェリオナティがカフェ・グレコに集まった ドイツ人の芸術家た




だような眠 りから覚める。そ して彼 らは、泉の中に自身の姿や 「生命 と歓喜に満ちた新 し
い壮麗な世界」178を 見ることによつて、内面の変容を遂げる。オフィオッホ王は憂鬱から







いたのだが、今では「不機嫌になった り、立腹 した りする」181ょ ぅになる。それゆえ、人々
は湖に「あらゆる種類の汚物」182を 投げ入れるようになり、かつては鏡のように澄んでい
た湖も「薄汚い沼」183同 然になつて しまう。王の不在 とウルダル湖の汚濁 とい う二つの危
175 Eo T.A.Hofflnann:PFizθ s」″ar′″ bi■■ao ln:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):Z rИ ′
五bβL!′″″ Samti■ichθ ″brke.Bd.3。 Attabお″ cke, Ittdb`Z2(■ θε, Prinzθ s」″ Bra“ o量a,




深田甫訳『ホフマン全集 第八巻』倉J土社 1971年、および種村季弘訳『ブランビラ王女』 ち
くま文庫 1987年 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)
176 PrinZθsI"″ 五レ′r22b量■a,S.856.
177チ ェ リオナテ ィは この物語 を二、三百年前 に彼 の友人ル ッフィアモ ンテか ら聞いた とい う。
Vgl。 ,Prinzθstt Bra“ Ыtta,S.816.
178 PrinZθslw″ Bra“ btt■a,S.824。
179 LinZθ θだり″Bra″ bi■a,S.824。
180 Prinzθss■nBra“ btt■a,S。 859.
181 Prinzθ sI"″ 五レ′″2b三二a,S.859。
182 PrinZθsI"″ Bra″ 2btta、 S.859。






ち上るとい うことが起きた。それ らはしか し、燃えるような眼で中をのぞき込む火の精
であった。そ して、奥底からは地の精が地中を掘 りながら上がってきた。千からびた地











レースを編みは じめる。しか し、大臣たちが喜んだのも束の間、「王女は突然、硬直 し、小
さな可愛 らしい陶器の人形に縮んで」186し まう。さらに、王女の誕生後、澄みかけていた
ウルダルの湖も再び澱んでいく。泥沼になったウルダルの湖のほとりで大臣たちは途方に
暮れ、ヘルモー トに慈悲を乞 う。そのとき、蓮の花が専を開き、ヘルモー トが姿をあらわ
す。ヘルモー ト曰く、大臣たちに助言を与えたのは彼ではなく、悪霊であるとい う。
「不幸な者たちよ !― 惑わされ し者たちよ !一 汝 らが森で話 したのは私ではない。
汝 らを質の悪い魔術でもてあそび、網細工の小箱 とい う「/1う べき秘密を呪文によつて呼











び起こしたのは、邪心に満ちた悪霊、テュフォンの化身 じゃ !― だが、奴も自業 自得
なことに、思った以上に多くの真実を話 しおったわい。妖女の優 しい手がレースを編む








法の庭園」188へ と変容 し、ウルダルの湖 と蓮の花があらわれる。そこでコルネ リオ王子 と
ブランビラ王女 としての自我を得たジッリオとジァチンタは、ウルダルの湖に映つた自分
たちの姿をのぞき込む。そのとき、彼 らは「初めて自分たち自身を認識 し」 189、 声を上げ
て笑い出す。その不思議な笑い方は、かつてオフィオッホ王 とリリス王妃がウルダルの泉
をのぞいたときの笑い方に匹敵するものである。そ してコルネリオ王子 とブランビラ王女
が笑った瞬間、 ミュスティリス王女のn/■ぃが解けるcウ ルダルの湖が出現 した直後、チェ
リオナティことバスティアネルロ・ディ・ ビス トイア侯爵 と、ヘルモー トことルッフィア
モンテの二人によつて人形の姿のまま蓮の花の専の中に押 し込まれていたミュスティリス
王女が新 しい姿となって復活する。



















もくれん宮の中に座す幼ごころの君 と同じく、「花の専に縁 どられた子 ども」 191と い うイ
メージを読み取ることができる。ルー トヴィヒおよびラ トカは、このイメージが蓮の花に
座を占めるブッダのモティーフに由来すると解釈 している。確かに、「花の中の子 ども」と

















ereFb′ 70n deLθ″ レ7Lern■ ′s′ ′,,S.204.
192中村元他編『岩波 仏教辞典 第二版』岩波書店 1989年 1061‐ 1063ページ、総合佛教大辞
典編集委員会編『総合佛教大辞典』法蔵館 2005年 1486ページ、およびジャン・シュヴァリ
エ他著、金光仁二郎他訳『世界シンボル大事典』大修館書店 1996年 778‐ 779ページ参照。


















を意味 している」とい う。194こ れはヨーガにおける第 6の眉間のチャクラ「アージナー・










194 vgl., 翼[女臣童:言舌鮮IL等料「卑番号r:02EB003(14.08。 1982.An Char10tte Harries)Od.Zbr
ne盟′″isgarね″,S.133.
195 チャクラに関 しては、 vgl。 , Co Ⅶ
r.I£
adbeater: 貿b 働′haa ⅥheatOn, Illinois:
Theosophical Publishing House,1927.(Co W.リ ー ドビーター著、本山博、湯浅泰雄共訳『チ
ャクラ』平河出版社 1978年 )チ ャクラとしての蓮の花に関しては、ルー ドルフ・シュタイナ
ー (Rudolf Steiner,1861‐ 1925)も『いかにして超感覚的世界の認識を獲得するか』(万石θθ・力″gJ
″′″EAen″加力sθ ル カ昴eren Nehen2 1904/05)の 中の「霊界参入が与える諸影響」(Uber
einige Wirkungen der Einweihung)の 章において論 じてい る。 Vgl。 ,Rudolf Steiner:″ b
er■a″g′ 」□′″ Erken″ ″21ssθ dbF力σtteren ttlter2′ 22.Au■ageo Dornach: Rudolf Steiner
Verlag,1975,S。 115‐ 158。 そ こでシュタイナーは、二弁の蓮の花について 「それが回転 しは じ
めると、人間はその高次の 自我 をそれ よ り上位 の霊的な存在 と結びつける可能性 を見出す。 こ
の蓮の花か ら生 じる流れは高次の現実へ展開 してい くので、それに一致す る運動が人間にも完
全に意識 され る。光が物理的な対象 を眼に見えるよ うにす るよ うに、この流れ も高次の世界の
精神的な存在 を 目に見えるよ うにす る」 (S。 154)と 述べてい る。エ ンデは蓮の花に関す る認




の謁見が叶わず、何 日も待たされているのである。ユ ックユ ックによれば、幼ごころの君
は病で臥せつてお り、1%「 このことがファンタージエンを襲つた不可解な災いの原因か
もしれない」197と ぃ ぅ。国中から集まった 500名 の医師たちにも、幼ごころの君の病の原
因や治療法はおろか、その正体す ら分からない。診察にあたつた 500番 目の医師、ケンタ
ウロスのカイロンによれば、彼 らに分かつているのは、「ファンタージエンにおける虚無の
侵蝕がこの病気 と同時に生 じた」 198と ぃ ぅことだけである。
幼ごころの君の命は、ファンタージエン中の生物が案 じる事柄である。その理由は彼女
が単にファンタージエンの統治者であるとい うことだけに留まらない。「女帝」(Kaiserin)


















J路加 .Stuttgart:K)hlhammer,1963)を 引き合いに出している。Vgl。 ,
Claudia Ludwig:Z舟 ご″じI轟′Fon ddn“ フ7しern力′siタリS.245f。 例え|ず 、 「病気が高次の
統合の手段でありうることはないだろうか」 υら7dis Sttrttenメ Bd・ Ⅲ,S.389,Nr.653)と
述べているように、ノヴァーリスは病気をより高次の状態へと至るための過程としてとらえて
いる。井戸慶治「1800年におけるノヴァーリスの病気論」日本独文学会中国四国支部『 ドイ
ツ文学論集』第 26号 1993年 1‐ 9ページ参照。
197 1ttb“″er2dttiσ ttθ (9しs盪ゴし力
",S.30。198 11b ttθ″dDiσЙθ(3θs轟」あ た,S.37.







202 Die arf2θ″dLicttθ hes盪ゴしらわ,S.34.
41
後、ミュスティリス王女とい う新 しい統治者の誕生によつて、ウルダルの泉も一時は澄み
かける。 しか し、ミュステ ィリス王女が悪霊の罠によつて人形に変えられると、ウルダル
の泉は再び澱んでいく。『 はて しない物語』では統治者の死が幻想世界そのものの消滅を意
味 している一方で、『 ブランビラ王女』では統治者の不在は幻想世界の荒廃を招いている。





リン」(AURYN)を 託 し、ア トレーユのもとに派遣する。アウリンは「明と暗の二匹の蛇
が互いに尻尾を1歯んで楕円の形を成 している」203黄金のメダルである。204幼 ごころの君
から使命を与えられた者はこのメダルを持ち、「彼女の名において、彼女自身がその場にい
るかのように振る舞 うこと」205ができる。「十 日十晩、ほとんど休みなしに疾走 し」 206、
ア トレーユのもとにたどり着いたカイロンは、幼ごころの君から託 された依頼を彼に伝え
る。それは幼 ごころの君の病 とファンタージエンの危機を救 う方法を探す途方もない旅、









204ハィデ ィ .ア ッシェンベルクは、アウリンの持つ “aur」 という音節と、物語においてアウ
リンが別名「おひか り」(Glanz)と 呼ばれていることから、ラテン語で「黄金」を意味する“aurum"





こQxttnguis″sttθ S′″die.Tubingen: Gunter Narr Verlag, 1991(Tubinger Beitrage zur




































門とい う「三つの神秘の門」 (die Drei Magischen bre)を通 らねばならないとい う。
この三つの門を通 り、南のお告げ所へ着いたア トレーユは、そこでウユララと遭遇 し、
幼ごころの君に新 しい名前を与えることのできる存在を知る。 ウユララによれば、ファン







に新 しい性質を付け加えている」と解釈 している。その際にルー トヴィヒは男性のエンギウッ
クには学者、女性のウーグルには治療師という「伝統的で社会的な決まり文句に即した」職業





五′θ′.り S.11玉 ちなみに、エンデによれば「夫婦隠者」 (Zweisiedler)は 彼の造語で
はなく、ニーチェの『 ツァラ トゥス トラはかく語 りき』 (劃脆θ ttraぬZtta励 ″託″,1883¨ 85)
に存在するという。Vgl.,3θ ル盪査o■oJe dレ ク
“
ktt」ぁS.147。 「二人隠者」 (Zweisiedler)
という語は『 ツァラトゥス トラはかく語りき』の第四部に登場する。Vgl.,Giorgio Colh,Mazzino
Montinari ttrsg)脆 彦J“θ 爾魏ね。筋 がθttθ θθ
"“
″υ等′肋 .Abt.6.Bd.1.Berlin:
恥ralter de Clruyter,1968,S。 345,
43
タージエンの生物は「本の中の登場人物」211、 っまり物語の世界の中に創作された存在で
しかなく、新 しいものを創造することはできない。 しか し、ファンタージエンの彼方には
「外の世界」 (die Ausere Wdt)と 呼ばれる国があり、そこに住む人間たちには幼ごころ




















なっている。その結果、幼 ごころの君に新 しい名前、つま り彼女にとつての命が与えられ
なくなったのである。それゆえ、幼 ごころの君を病から救 うためには、人間が、特にバス





















「(… )ま ったく陰険だつたのは、あの悪霊が王女にかけられた呪いを解 く方法を、あい








は信 じ、す ぐにそのことを私の友人である魔法使いヘルモー トに手紙で知 らせたのだ。
彼がすぐにやつてきて、私の宮殿に宿泊 し、我々が君たちのために骨を折つたことは、
君たちも知つてのとお りだ。 (000)」 213
ミュスティリス王女にかけられた呪いを解 くためには、「真のファンタジー」や「真のフ
モール」を内的な本J性 として所有 し、その幻想的本性が醸 し出す雰囲気を客観的に認識す
ることができ、さらにはそれを外部の世界に表出させることのできる一組の男女が必要で
あつたとチェリオナティは言 う。
ここで述べ られている「ファンタジー」 とは、チェリオナティが用意 したコルネ リオ王
213 Prin晨 ,sy″ ha″ btta.S.910。
45
子 とブランビラ王女とい う架空の幻想的自我のように、現実には存在 しない人格や想念で
あると考えられる。ジッリオとジァチンタは、カーニヴァルとい う祝祭空間の中で、架空




中で元の人格 とコルネ リオ王子としての人格が争い、彼が 「慢性二元論」に陥るように、
現実 と幻想はあまつさえ対立するものである。 しか し、この対立は 「フモール」の働きに
よって解消される。梅内幸信によれば、ウルダルの泉が寓意的にあらわしているフモール
は「人間が自己を真に認識するところから生ずる力であり、この力によつて初めて人間は、
イロニーによつて生み出される地上的存在 と天上的存在、現実 と理想 との間の車L蝶を笑い
ながら超越できる」214と ぃ ぅ。っまり、「否定的な t)の をも是認 し、対立概念を調停する」215
フモールは、まず現実には存在せず、また決 して現実に同化することはない幻想を認め、
次に幻想を認めたことによって生 じる現実 と幻想の対立を解消 し、双方の両立を認める働
きを持つ と考えられる。
ジッリオとジァチンタがファンタジーとフモールを体得 し、ウルダルの泉によつて彼 ら
の内面にある幻想 と、さらには現実 と幻想の関係を客観的に見る視′像を得たとき、彼 らは




これ と同様に、バスチアンによる幼ごころの君の救済も、彼が幻想 と接触 し、その存在
を感知するところからはじまっている。バスチアンはア トレーユの大いなる探索を通 して、
幾度かファンタージエンと接触する。そ して、ファンタージエンと人間世界の関係を知る
2H梅内幸信 「ホフマンの『ブランビラ王女』に見られる「意識的遊戯」について 一 イロニ
ーとフモール ー」鹿児島独仏文学論集『VERBA』 第 11号 1986年 82ページ。













ない」218と 確信する。そ してその瞬間、彼は「月の子」 (Mondenkind)と い う幼ごころ
の君の新 しい名前を直観的に見出す。幼ごころの君によれば、それまでの過程においてす































的なもの (die urmenschlichste)」 220と 述べているcさ らに彼はこの行為を次のように説
明するc
これによつて人は、は じめて自身を周囲のものに関連づける。 こうしてそれはその人
にとつては じめて現実 とな り、ある意味ではその人の一部になる。そ して同時に、そ う
することで、人は名づけられたものをあたかもそれだけで存在するかのように、名前の
ない全体から個々に切 り離す。それはいわば 「Z、要な罪業」 (nOtwendige Sunde)であ
る 一― この (罪業とい う)言葉は周知のように「分ける」(sondern)に 由来する 一― し













221〃hレ」動 あ s ttιtettkas`θ″′S.131。 (カ ッコ内は筆者による付加)こ のよ うに命名を創造
と結びつけるエ ンデの言語観 は、ノヴァー リス と共通 している。伊狩裕によれば、ノヴァー リ
スの言語観は、 「観念や思考 を言語に先行 させ る」 とい うフィヒテに代表 され る当時の観念論
哲学者たちとは異な り、言葉が観念に先行す る、つま り、 「名 を付与 され、表現 され ることに
よつて初めて、 「ある物」 (対象)は我 々の知覚の対象 として創造 され、生成 して くる」 とい
うものであるという。伊狩裕 「ノヴァーリスの言語観」東京都立大学人文学部『人文学報』第










話を少 し戻す と、フッフールに乗つて南のお告げ所を発つた後、ア トレーユは大風坊主た






(Lugen)と 呼ばれてお り、虚無に取 り込まれて人間世界へ行つた生物は「人間の頭の中
の妄想」 223と なつて、「実際には恐れるものは何もないのに、不安を思い描かせた り、彼
らを不健全にするものを欲 しがらせた り、絶望する理由がないのに絶望感を抱かせた りす
る」224ょ ぅになる。それゆえ、人間はファンタージエンとこの世界か ら生 じるものを憎み、
恐れるのだとグモルクは言 う。
「だから人間どもはファンタージエンとそこから来るものをすべて憎み、恐れるんだ。
あいつらはそ うい うものを滅ばすつもりだぜ。まさにそのことによつてあいつ らが、人
間の世界へひつきりなしに流れ込んでいる虚偽の洪水を増や していることを知 らないん
だ 一 見分けのつかなくなったファンタージエンの生き物の氾濫をな。ファンタージエ
ンの生き物は、そこで生ける屍 とい う偽 りの存在を生きねばならず、その腐った臭いで





〕  θ口″endLiσttθ (9bs盛」泌 た,S.142.
De置″θ″dZttθ (7θsttI“ た,S.143.












的な関係 も、人間がファンタージエンに到来 し、幼ごころの君に新 しい名前を与えること
によつて解消される。その際に必要 とされているのは 「正 しい名前」である。幼ごころの
君によれば、「正 しい名前だけ」が「あらゆる存在 と事物を本当のものにする」ことができ、
「誤つた名前はすべてを本当ではないものにする」226と ぃ ぅ。偽 りの名前がもたらす結果
については、エンデ自身も先ほど引用 したメモにおいて言及 している。彼は 「詩的な仕事
の大部分は、いまだ名前のないものに名前を与えること」、それも「真の名を与えること」
であるとみなし、その理由として、「偽 りの名前、虚偽は名づけられたものからその現実を
奪 うの自分 自身の現実を失 うことな しに、人はそのようなものと自身を関連づけることは
できない」 227と 述べているの












い う点で共通 してお り、これ らの点においてもエンデ とホフマンの文学的親近性を見出す
こと力`できる。 228
第二節 三つの神秘の門 ― ドッベルゲンガー と魔法の鏡




















Rusttn′ dJFr araご 免物″sθ」姥加な。In:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):」arИ .ヵLttb′″″
Sttm漬昴θW熱 、Bd。 4,S.304f。 このような救世主としての子どもというモティーフは、ノヴ
ァーリスの『サイスの弟子たち』 (3動Jh″ z″ Sais,1798)に も読み取ることができる。エ
ンデ文学における幼きものや子どもの役割と、ロマン主義文学との比較に関しては、vgl.,
Christian von LVernsdor」 r:3■たr gttga口
`滋
:s Aιaら 1始,s。 42… 47.uo Claudia Ludwig: ″夕s Jar





a″tisttθrル′ご漁b″ er2わ」 』多盪 ′J Enあ ,In:Antal Midl, Gunther
Dietz(Hrsg。):励 Fわ″aゐ こerここngaF■Sttθ″ ■elm′五日stik.Budapest:Gesellschatt Ungaricher
Clermanisten/Bonn:Deutscher Akadellrlischer Austausch正enst,1998,S。 175'189。 u.Agathe
Lattka:″■こe量よ Fdソ Jb″′″艦 えS.69‐ 71.
229 Die zJrθ″dLidttθ (9bs盪」盪










233 De口″θ″dtticふθ(3θs“」励 た,S。 95.
51
第二の鍵な しの門は、常に閉 じてお り、「取っ手や握 りもなければ、鍵穴もない」234扉
である。エンギウックによれば、この繋ぎ目のない扉は、ファンタージエン産の「セ レー






立ち止ま り、恐怖を感 じる。それはスフィンクスの視線にとらえられ、硬直 したまま永遠
に立ち尽くすことに対する恐怖ではなく、「想像を絶するもの、途方もなく壮大なもの、圧


















わRS.96。 エ ンデはこのアイデアを禅か ら得てい る。 「意図な し
に通 り抜けなければならない、私の鍵な しの門は、禅宗におけるある特定の実施方法に基づい
ています。そこではあらゆるもくろみを忘れ ることが決定的な心構 えなのです。」Vgl.,Barbara










が、彼 自身の状況 とまったく同じだからである。一方でバスチアンの姿を見たア トレーユ
は、他人にとつて難 しいことが自分にとつては簡単なことに少 し驚きつつも、この鏡像の
中へ入つていく。門を通 り抜ける瞬間、彼は「ちくつと刺すような不思議な身震い」239を
感 じる。そ して魔法の鏡の門を通 り抜けて、門の反対側に立ったとき、ア トレーユは 「自
分 自身やこれまでの生活、自分の目標や意図に関する一切の記憶」240を失つてしまつてお




でできてお り、エンギウックの述べたとお り、取つ手も握 りも、鍵穴もない扉である。ア
トレーユは一度、魔法の鏡の門へ引き返そ うとするものの、再びこの扉の方へ向か う。244
彼がこの「暖かくて生きているような手角虫りのする」、「不思議な材質」245を なでると、扉
が少 し開く。この門を通 り抜けたア トレーユは、ついに南のお告げ所へ と至る。
鏡像に対する恐怖







239 1bb“″θ″dZiσ ttθ (算θsttlbゐ re,s.100.
2厠 Die口″θttdZttθ 6bs品」昴 ″,S.100.
241 Die"″θ″d■lσttθ (3bsttittι θ,S.100。
242 五万θ口″endLiσttθ (3bsぬ■i″ ,S.100。
243 3θ 凛″θ″dbiσЙθ(算θschi藁た,S.100。
244こ の場面を読んだバスチアンは、鍵なしの門へ引き返 し、この門を通 り抜けるようにア ト
レーユに叫ぶ。 この声がア トレーユに届いたかどうかはテクス トにおいて明確には述べられて
いない。
245 Die L″ ar2dttiσЙθ(9θs盪ゴ昴た、S.101.
2“ その例としてラングンはジャン・パウルの『巨人』に登場するショッペを挙げている。Vgl。 ,
August Langen: Zぱ θθs(力bЙ
"浸
,sQガ磋″彙y″bdS I12 お■ (ん″Lsぬθ″ 5ビ(力′口″多 In:
θ arJ堕 ′121Stt fθ
“





ミッソー (Adelbert von Chamisso,1781‐ 1838)の『ペーターー・シュレミールの不思議な
























失は、エラスムスに「鏡から輝き出る (… )自 我の夢」249あ るいは「ほのかに光る夢の自
247 vgl.,Clauと a Ludwig:″%s ttf ererb′ I′二θ″ab″θ″丁
'7占
ern力′s`′ .′ ,S.2111ル 一ヽ トヴィヒは
さらに、二つの神秘の門において使用されているスフィンクス、鏡像、禅の思想が、ギリシア
あるいはエジプ トの「古典古代、ロマン主義、東アジアの哲学」とい う「二つの主要な文化圏」
をそれぞれ象徴 していると解釈 している。これ と同様に、ス トヤンも二つの神秘の門を「古典
古代 、 ロマ ン主義、極東哲学」の象徴 と して とらえてい る。 Vgl.,Httna StOyan:Ittθ
ρ力′″″s″s“θ″Knル わ″励θr yθ″]五 FθЙ′θノEnル.S。 141.
248作 品の成 立事情 につ いては、vgl.,Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg)Zr」 ,″覆施
"″
″
samt■ichθ 万じま e,Bd。 2/1,S。 796ff。
249E.To Ao Horlllann:Die」 わθ″
"″
θr ttr S,ブレηsιθr,AL“ムIn:Hartmut Steinecke[u.a.]
(Hrsg)Z rИ″刀覆んη″″&f“ dichθ
「






フマン全集 第二巻』創土社 1979年、前川道介他訳『 ドイツ・ロマン派全集 第一三巻 ホフマ
ンⅡ』図書刊行会 1989年、種村季弘編解説 『澁澤龍彦文学館 5綺言軍の箱』 筑摩書房 1990
年を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)
54



























251 vgl。 , 3o歯 ′口s― Die Enz%L“ pJtteヵ 1 2イ Bttnttn.Bd.5。 20。 , iberarbeitete und
aktualisierte Au■ age.Leipzig,Mannheill■ :Brockhaus, 1997,S.631.uo Elisabeth Frenzel:
腸 ″フリ 濃I ttldittta′ ιr,Ein ttθχttη″ 置ぬ ′口■2gsges」りJbZLJb〔r 五加 gss(■″ゴιわ″ 6。 ,
uberarbeitete und erganzte Au■ age.Stuttgart:AIJbed Ⅸbёnerヽrerlag,2008,S。 103.
252その際 にプ ロン ドチ ンスキー は精神分析 学 にお け る心的装置の三審 級 モデル も読み取 つて













― (Doppeltganger)は 、一般に「分身」や 「生霊」、「二重人格」 と訳 されている。その
基本的な性質は「二人の人間の身体的な類似性」254に基づいてお り、民間信仰においては、
その場にいないはずの人間が ドッペルゲンガー として他人の前に出現 した事例や、自分自
身の ドッペルゲンガーに遭遇 した事例が報告されている。255たぃてぃの場合、「ドッペル
ゲンガーの出現は死を、あるいは少なくとも悲 しみ (hauer)を意味 してお り」256、 外見
が自分とそつくりな ドッペルゲンガーを見た人間は、その死期が近いと信 じられている。257
このような ドッペルゲンガーに対する信仰は、魂が夢や洸惚状態によつて、一時的に身体





Maccius Plautus,前 254頃…前 184頃)に までさかのぼる。ただ し、 ドッペルゲンガーと
い う語が使用されるようになったのは、近代に入つてからであり、ジャン・パウル (Jean
Paul,1763‐ 1825)が 長編小説『 ジーベンケース』
“
恥わenkas,1796)に おいて初めて、 ド
ッベル トゲンガー とい う語を使用 したといわれている。259こ の小説に登場する、貧民弁
護士ジーベンケースと彼の親友ライプゲーバーは、外見が瓜二つであり、ライプゲーバー
がびつこを引いて歩くとい う点でのみ彼 らを区別するができる。また以前には、彼 らを見
254 Elisabeth Frenzel:』 ′b″7θ der i珂力をしerarυr,s。 92.
255 vgl。 ,Hanns BachtOld‐ staubli(IIrsg。 ):Ha″ご
"づ
レlerbこ raゐ Jbs dbυ [schθ″Иわerg■a″わθ″s.
Bd。 2.Berlin,New Ybrk:ヽ Valter de Gruyter.19871S.346‐ 349.
256 Ebd.,S.347f。
257 vgl.,」酵θα勧 ′″5-aθ ]写,Hopガごθ力 ′イBanあ″,Bd。 5,S。 630。 ゲーテの『 ヴィルヘル
ム・マイスターの修業時代』 (И石昴 動 Meisたぉ 五J:J′力
“
,1796)に おいてもこのよ うな ド
ッペルゲンガーに対す る迷信 を読み取ることができる。第二巻第十章で、 ヴィルヘルムは男爵
夫人 とフィリーネの悪戯に巻 き込まれ、伯爵夫人を驚かせ るために伯爵の服を着て変装 し、伯
爵の部屋で伯爵夫人を待つ。そ こへ予定 よ り早 く帰宅 した伯爵があ らわれ、椅子に座 った ヴィ
ルヘルムの姿を鏡越 しに見る。伯爵はそれ を自分 自身の姿 と思い込み、その後、自分の死期が
近い と信 じるよ うになる。
258 HannS BachtOld‐ sthubli CIrsg。 ):a.ao o,,S.348.
259 vgl.,Elisabeth Frenzel:a.ao O。
,S。 100。 u.Gerald Bar:″ ′siんどy浅,s″彎フθなど加g"J′Is




υ″ご ゴ盟 てお口おご[θ″ S′υ盟盟五b.Amsterdam,New
York: Rodopi, 2005(Internationale Forschungen zur Allgemeinen undヽ 戸ergleichenden











ペル トゲンガーたち」 (dね Doppeltganger)262と ぃ ぅ語が使われてお り、作者 自身の注釈
において、「自分 自身を見る人々のことをこう呼ぶ」263と 述べ られている。
ジャン・パウルにおける ドッペルゲンガー・モティーフは、身体的な類似性だけではな
く、自我の分裂や他者の模倣等、様々に展開 しているとされるが、264こ れ と同様にロマ
ン主義の時代にはティーク (Ludwig Tiock,1773‐ 1853)やフケー (Friedrth de la Motte
Fouqu6,1777… 1843)、 クライス ト (Heinrich von Kleist,1777‐ 1811)、 シャミッソーら多










260 Jean Paul: Sibみθコんグs.In:Norbert M[iller(Hrsg。):ゐ′″ 乃 」7 Ⅳerke.Bd。 2.3.,














の料理」 ←力 Gang)に対する「二品目の料理」 (ein zweiter,ein Doppelganger)と いう意
味で使用されている。Vgl.,だ恥わ6塑」け■S.42.
264 vgl.,Elisabeth Frenzel:腸話"d%四 」筋た″′嘱 S。 100f。 および、嶋崎順子
上掲論文を
参照。
















このような自分 と同じ姿の ドッペルゲンガーの出現は、周囲の人間による取 り違えには
じま り、その人物の模倣や役害J交換、さらには同一視や自我の分裂を引き起こしてお り、
多くの場合、その際に ドッペルゲンガーとの内的な結びつきも生み出している。崖っぶち
で居眠 りするヴィクトリーンを助けようとして逆に谷底へ落 してしまったメダル ドゥスは、
外見と状況の偶然の一致からヴィク トリーンの猟兵や、彼 と男女関係にあるオイフェー ミ
エからヴィク トリーン本人 とみなされる。そして彼は場面に応 じて、修道士と伯爵 とい う
二つの役害Jを演 じるうちに、彼 と自分を同一視するようにな り、次第に彼の自我は分裂 し
ていくD他方、谷底に落ちたものの奇跡的に生き延びたヴィク トリーンは、修道士メダル
ドゥスの役害Jを演 じるようにな り、メダル ドゥスの行 く先々にあらわれる。
『分身』でもデオダー トゥスとジョルシュの外見的な類似性は、周囲の人間から取り違
えられる要因となっており、彼ら自身も互いを自分のドッペルゲンガーと認識している。
266 vgl.,Eo T.A.Hormann:Die ttZlttα rθ ιゐs■曖霊 s,In:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):
Itt r」 .IIafttη ′″″Sttm温ふ θ ″erke.Bd。 2/2.Die Ettixiere 6bsコ Ъロゴblら Ⅳerke f∂アイザθfθ
Frankfurt aⅡ l■/1ain:Deutscher Ⅸ■assikerヽ/erlag, 1988,S.219。 u.Das steinernθ  Herz,In:





267 vgl.,Hartmut Steinecke[u.a.](Hrsg。 ):Jt r」 .ヵし■b′″″Samt■ichθ ttFke,Bd.4,S.
673。 トゥスマンはまた、夜の十一時の鐘の音とともに市庁舎の塔の崩れかけた窓から姿をあら
わ した女性を彼の婚約者アルベルティーネ とみなしているが (Vgl。 ,Hartmut Steinecke[u.a。 ]
(Hrsg)Z rИ .Л憂勧′″″Sam″
“
θ tterke,Bd。 4,S。 652)、 ベーアはこの女性をアルベル
テ ィーネ の ドッペ ルゲ ンガー として解釈 してい る。Vgl.,Gerald Bar:Dtt M♭″ァルθ










用意 された幻想的 自我が主人公たちの ドッペルゲンガー となっている。先に見たように、
チェリオナティによって用意 されたコルネ リオ王子 とブランビラ王女とい う幻想的自我を
得る過程で、ジッリオとジァチンタの自我は現実と幻想の間で分裂 していたが、最終的に

























こでバスチアンの「像の中に入 り、それを身に付けて しまった」269と ぃ ぅ。バスチアンが
ア トレーユの鏡像 としてあらわれるとい う′点と、彼 らが内的なつなが りを持っているとい
う点では、彼 らの関係は ドッペルゲンガー・モティーフと同様の特徴を有 しているように
見える。 しか しながら、ファンタージエンの住人と現実世界の人間は、次元の違 う世界に



















こで言 う同一視 とは、メダル ドゥスやデオダー トゥスらのように、相手を自分 自身と同一
の分身とみなす行為ではなく、あくまで憧れ と感情移入からくる理想的自我の投影である
と考えられる。
269 3θ ″″θ″dJ“θ Gesi■iιθo S。 167。
270 1ttb″ ″θ″d鮨そЙθ (7θschiぬZθo S。 142.






理学においてはフロイ トの 「エス」やユングの「アニマ」を指 しているが、273ゲーロ・
フォン・ヴィルペル トによれば、文学においては「テクス トにおける作家の代弁者、ある























玉 nier― 囲 ご九 genttitera虎 ビ受rs」畳rflg′θ0920■θ Frankfurt am Lttain:Peter Lang,2009,S.
95。 u.Roman Hocke,Patrick Hocke:Die υ″θ″dttiσЙθ Ges盪ゴ昴 ね,Das Pha″ 滉f【双θ″「」kフJd■θ″,
S.63.
273 vgl.夕 五レθ動 ′″J一 Die Fflz/量 ゴqρJdie力  2イ Ban縫n.Bd。 1.20。 , uberarbeitete und
よ tualisierte Au■ age.Leipzig, LIannheiHl: Brockhaus, 1996, S.440.u. 山 、,りrs
Ff2Z燿力ρJttabθs ttθ」b」 ゴh2J Bttnttn.Bd。 1.9。 ,vёllig neu bearbeitete Au■ age.
MannheirFl,urien,zurich:Bibliographisches lnstitut,1971,S.826.
274 vgl。 ,Gero von ttrilpert:S´〔力町ёFια bビ(J:漣r」7tera′切L8.,verbesserte und erweiterte
Auiageo Stuttgart:Alf■・ed Ebё ner V「erlag,2001,S.20。














ままにできる」 277と ぃ ぅ力を備えているのまた、『 ブランビラ王女』におけるウルダルの










いる。ア トレーユは記憶を失つたまま柱の森を先へ と進んで行き、やがて、遠 くの方から
音が響いてくるのに気づく。
音が近づいてきたDそれは歌声であり、とても美 しく、鈴のように澄んで、子 どもの
声のように高かった。 しか しこの歌声は、途方もなく悲 しんでいるように聞こえ、それ
どころか時折すす り泣いているようであつた。 280
この歌声は、ア トレーユの周 りを響きながら漂い、 しばらくすると彼はその言葉を聞き
取れるようになる。自ら「静寂の声」(die Stimme der Stille)と 名乗つているように、こ
の歌声そのものがウユララの正体である。 ウユララは身体を持たず、「響きと音」281か ら
277 Derグあ″θ EOpf、 S.313f.
278 3θ こガ″θ″dZttθ 6bきぬ ich`θ ,S。 101.
279柱 に囲まれ、神託が下 され る神殿 とい う点で、南のお告げ所はデルフォイのアポ ロン神殿
をた謝巳さ1士 る。 Vgl.,Claudia Ludwig:"bsご υ ererb′ I′ζθ″deinθ″予啓しern力′s′ ..夕 ,S.213f.
280 Die口″θ″dbiθ力θ(7θsttlcttιθ,S。 105。















中で、「真のはじまりは自然ポエジーである。終わ りは第二のは じまりであリ ー 創作ポエ
ジーである」284と 述べ、1800年 4月 18日 付の断章の中では、「自然ポエジーはおそらく、
創作ポエジーの本来の対象である」285と 述べている。ここでは、自然ポエジーの方がより
原初的・根源的に存在 し、創作ポエジーが 目指すべき対象 とされている。フリー ドリヒ・






283 vgl.,Christian vonヽ rernsdorff:″激たrgりθ″議2s p巌畳亀 S.681u.Httna StOyan:〕θ
′力′″″s″θttθ″五a″こerb″励θrラムο″」La励′J Enあ,S.1431u.Agathe Lattka: me(髪 ソ云じヵr
■er Ro“ ′″艦 2S。 71‐ 73.u.Christine L6tscher:亜壺hatticЙ θs Иttssen a■sだヌ【′みフrarだりθ″,S。 95■
"Naturpoesie“
は一般 に「自然文学」、「自然文芸」、「自然詩」などと訳 され るが、"Poesie“
に
は 「詩情」や 「詩心」、 「詩的な趣 Jと い う意味もあるため、ここではそれ らをすべて含む意
味で 「ポエジー」 と表記す る。
284AゎFttsSふ劇」始″,Bd.Ⅱ ,S.536,Nr.50.
285Nぅ 通ゞs鋤五漁盟,Bdo Ⅲ,S.652,Nr.570.ノ ヴァーリスの自然ポエジーについては、中井
章子『ノヴァーリスと自然神秘思想』380ページ以下を参照。
286 Friedrich Schlegel:∠励θ″ガロ塑s―Fragmθ″″,Nr。 116.In:Ernst Behler[u.a。 ](Hrsg。 ):





Lttunchen,Paderborn,Wien:Verlag Ferdinand Schё ningh,1967,S.182.(以 下、 同テクス ト
か らの引用は、И励開 ″″θ
‐FFaga“ わ と略記 し、断章番号 とページ数 を添える。訳出にあた
つては、山本定祐訳『 ロマン派文学論』 (冨山房百科文庫 17)冨山房 1978年を参照したが、
本稿における引用は筆者による訳である。)
63
グリムの『 ドイツ語辞典』 (」θ口ね勁θs И勧
つためこ′励 )においても、自然ポエジーが「創作




的に対立す る とい う観点は、 ドイツではヘル ダー (JOhann Gottfried von HerdeL





た。292ヘ ルダーの場合、『民謡集』(予blkslieル41778‐ 79)において特定の作者による 晴 J
作歌謡」 (Kunstlied)が 収録 されているように、創作ポエジーであっても、「感情の真実
さと表現の確かさ」や 「真実の愛」が含まれていれば、その作品は民謡 とみなされていた
ようである。293したがって、自然ポエジーおよび民衆ポエジー と創作ポエジーとの境界
は、すでにこの頃よリー義的には規定 しえないものであったといえる。 しか しながら、自
然ポエジーの基本的な特徴 としては、特定の個人を作者 として作 り上げられる創作ポエジ




287 JaCOb undヽ Vilhelnl Glrilnln:
1889,S。 463.
288 JaCOb undヽ Vilhellll G}rinll■ :
DeこIιsttθsレ予1分「しerb口 aル .Bd。 7.Leipzig:Verlag von S.Hirzel,




夢と現実』勁草書房 1994年 7‐ 19ページ参照。
290高木良平「ドイツ・ロマン主義と民謡研究」苫小牧駒澤大学『苫小牧駒澤大学紀要』第 7
号 2002年 106ペー ジ参照。
291 Kurt Ranke(Begr。 ),Rolf Wilhelm Brednich[u.a。 1(Hrsg。 ):ユ7ζン量れθガ漬bあS″″盪 θ″s.
力し″ご″ιレterbυab zυrルゴstOris(■θ″
“
″ごFer」eichθ″■en Erzahル s“ EIηgo Bd。 9.Berhn,New
i、rk:ヽValter de(}ruyter,1999,S。 1274.
292、だgl..ebd。 ,S.1273。
293高木 良平 上掲論文 107¨ 108ペー ジ参照。
64
普通の生物 とは異なり、どのように生まれるのか、同じ種族がいるのか、その出自も起源
も不明である.そ して、単調な響きではなく歌声 として、つま り詩 とい う韻律のある言葉




うものは、神が巫女や預言者を介 してその意志や判断を伝える行為を意味する。 しか し、
ウユララは神のように高次の存在の意志を仲介するわけではなく、それ 自身が普通のファ
ンタージエン人が知 りえない、現実世界 と幻想世界の関係に通 じてお り、神のような英知
を、つま り高次の認識 と知識を直接司つていると考えられる。
これ らの共通点を見ると、ヴェルンス ドルフやス トヤンの言 うように、ウユララを自然
ポエジーそのものとみなすことができる。296しか しながら、ウユララ自身が述べている
ように、ウユララもまた、ア トレーユ と同様に創作 される側に属 してお り、「作 り出された
目的に沿つて動 くだけ」297の存在である。ア トレーユ との会話において、ウユララはすす
り泣き、自らを「嘆きの歌」298と 称 しているように、その歌声は悲 しげな調子を帯びてお
り、ウユララが感情 と人格を持った存在であることは明らかである。それゆえ、ファンタ
ージエンの生物 として人格を持っているとい う点で、ウユララは自然ポエジーそのものと
い うよりも、人格化 された自然ポエジーと言 うべきであろう。
第五節 さすらい山の吉老と「本の中の本」
本を持つた老人
次にさす らい山の古老の場面を見てみたい。 とい うのも、さす らい山の古老が登場する
場面およびこの場面で具体的に明らかになる「本の中の本」 とい うモティーフは、多くの
先行研究において、ノヴァー リスの『 青い花』との親近性が指摘 されているからである。
299
294v″ gl.,Claudia Lud17ig: Nasご 口
`rerわ
′予石θコieiJθコ レ7鹿Iniasi″ .́S.213.






296 vgl。 ,Christian vonヽ Vernsdorff:ヨゴ浅ソ gqrθ″ ιレSf嗜
“
お,S.69.u.Httna StOyan:Die





",S.107.299 vrgl.,コAndreas von Prondczynsky:Die ur2θ コdZaθ se■″s口盪 ′″a盪 冽[とЙ seibst S.35‐ 41.u.




ンを強制的にファンタージエンヘ飛翔させるため、彼女を取 り巻 く七つの力の うちの四つ
を伴い、さす らい山の古老のもとへ赴 く。放浪の末、彼女は運命山の頂上にある高原に至
るcその高原の真ん中には 「かなりほつそ りとして高く、エルフェンバイン塔 と似ている
が、明るい青色をした」、「奇妙な外見の小 さな山」300がそびえ立ってお り、その中腹にあ
る「一軒の家ほどの大きさの卵」301が 、さすらい山の吉老の住処である。幼ごころの君が
この青い山のふもとまで来ると、卵の中からは しごが下される。このは しごは文字で作 ら
れてお り、一段につき一行ずつ、さす らい山の古老の警告が韻文で書かれている。幼 ごこ


















ル ια′ι″ aレ 艶 bzigerルカ
“
.
Frankfurt am RIain:Peter Lang,1989(Kё lner Studien zur Literaturwissenschaft,Bd.1),S。
155ffo u.Httna StOyan:Die′力′″″s″s“θ″Knderb″
“
α 70n M`力 ′θノEndし,S.131‐ 136.u.






301 Die″″θ″dLiσ力θ θθs盪ゴ励 ι,S.181.













ない洞窟である。 さす らい山の古老の住処が卵形をしているとい う″点では、その内部は隠
者の住処 と同様に、丸天丼のようになっていると考えられる.そ して、さす らい山の古老
は本を書きながら、隠者は本を読みながら、暗闇の中から姿をあらわ している。305さ ら









304 Die口″θ」dLiθ ttθ (3θs盛」盪 ιθ,S.179.










α切め′π口屁油2θ″レ7Lern■ as■ ,っ S.162.
u.Agathe Lattka: Иttb機力F tt・ Ror2′″艦 えS.79f.
306 vgl.,Claudia Ludwig:ebd。




307 五万θ口″θf2dZicttθ (7θs轟ゴ盪 た,S,184.
67
るようでもなく、若いようにも見えない」 308。 そ して隠者は、「その眼にはいわく言い難
い快活さがあり、のどかな山からはて しない春をのぞき込んでいるかのようだった」309と
述べ られているように、陰気な雰囲気を持つさす らい山の古老 とは対照的に、快活な人物
として描かれている。隠者が快くハインリヒー行を出迎えているのに対 して、さす らい山
の古老は、彼 らの間にある特殊な関係から、幼ごころの君 との出会いを望まず、彼女が訪
れても顔す ら上げずに『 はて しない物語』を書き続けている。それゆえ、彼 らは本を持っ






ぃ ぅ。 311彼 の書き記す本には、未来のことは記載 されてお らず、ページの先の方は白紙
であ り、次に何が起こるかは彼にも分からない。そ して、バスチアンが 「後戻 りができな
いほどに、はて しない物語の一部 となつてお り」、この物語がすでに「彼 自身の物語」312に
なっているとさす らい山の古老は述べる。彼は幼ごころの君に促 されて、自分が書いた物
語を最初か ら読みは じめ、「バスチアンもその声をはっきりと聞く」 313。 その内容は、す
でに本章第二節で触れたように、バスチアンがコレアンダー氏の吉本屋に飛び込むところ
からはじまる。この場面を目で読む と同時に耳で聞いたバスチアンは、耳鳴 りと目のちら
つきを感 じる。そ してこのとき彼は、ア トレーユがイグラムールに遭遇する場面や魔法の
鏡の門の場面において暗示されてきたように、自分が本の一部 となっていることをようや
くはつきりと認識する。
308 王農ガhriぬ Iζθ″筋 r‐gθ″,S.255。













Shigematsu: ユイσJどθ erztth」′ 乙en.Mit θゴhθ″2 GθttrJ“ 盟ゴ
` 
“ル資bゐ aθf Enあ ,ノ4口 s 勘
」をりλ夕″ゴsttθ″レη″i多
“
′θノ″bisserム Zurichs lttunchen:Theseus Verlag,1991,S。 131。 素3よ (バ、
子安美知子『 エ ンデ と語 る 作 品・半生
。世 界観』 66ペー ジ参 照。
312 Die llnθ″dLiθらθ(7θs“Iふ′θ,S。 186.












した本としての「本の中の本」は、すでにセルバンテス (Miguel de Cervantes Saavedra,












315 vgl.,Uwe Japp:腸 θ″″て力 」ウリロ″″て力′Einθ  Figこrごわs■itera″ s(■θ″ 」髪フr“θ″s″ υs″ In:
Ⅳう
“
θFmJs贔 ′口,86.Jg。 ,H.4,1975,S.651… 670。 ロマ ン主義 か ら現代 までの文学 にお け る本
のモテ ィー フの概 略 につ いては さらに、vgl。 ,Anne Siebeck:D"″
“
aみ I″ ″″盪 ,肋 И ♭″ァル
ρ力′コ″配お
“





317島ヵri‐ Iη″θ蜂鉗 ingen,S。 264.
318 Heinriふ yθ″0量er五ngen,S.264.





驚愕 し、夢を見ているのかと思った。 しか し、繰 り返 し眺めているうちに、もはや完全
な類似を疑 うことができなくなったのやがてヽ~枚の絵に、洞窟や、自分の横にいる隠
者 と老坑夫を見つけたとき、彼は自分の感覚が信 じられなくなった。 320
すでに先行研究において指摘されているように、この二つの場面の間には、以下の共通
点を見出すことができる。まず、主人公が本の中に自分自身の姿を見出してお り、彼 らの
















320 ル ゴhriふゾOn(9■つr4畳″gθ″,S。 264.




"sS.11.323 ル ゴbriふフζθ″ (9■ :θrttngθ″,S。 265。
324 、valter Filz:Es"′ηr α″
“
′ノえS。 156。





























326 、「gl。 ,Die r″θ″dLiθttθ θes“ゴ盪 た,S,182.































331 、「gl.,Andreas von Prondczynsky:Ittb“ ″θ″ごど盪 θ5b力″sυ
“
′″′aゐ o`σЙ seibs∴ S.39.u.
Vヽalter Filz:Es"′ ar α″″′ノ′S.156。




S.137.お よび、子安美知子 『 エンデと語る 作品・半生 。世界観』 27ページ参照。 ヴェルン
ス ドル フは、 この よ うなエ ンデ の態度 に ロマ ン主義 の 「創 造的想像力」 (prOduktive
Einbildungskraft)が あらわれていると角早釈 している。Vgl。 ,Christian von Wernsdorff三 31d釘
gegθ″ル SAみ昴′ε,S.57f.
72




























335 五万θ口燿θ″d■ lσЙθ θθsttiぬιθ,S.193.
336ェ ンデによれば、「夜、繁茂する植物の様子」は、ク
エル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー
参照。u.vgl。 ,Hans Ester:attpr注壷 盟ゴ′И 盪′J肋 あ ,






無意識の うちにすでに美 しく変化 していた自分の姿を幼ごころの君の瞳の中に見て驚喜す





そねノに応 じて夜が明けはじめる。次に、誇 りに思 うことのできる行為をするために砂漠を
放浪 したいと彼が願 うと、夜の森は解体 してゆき、ありとあらゆる色彩に満ちた砂漠へと









頃-1553頃 )の『ガルガンチュワとバンタグリュエル』 (θarga″ ′υ′θ′ユη ιagFυこ 1532‐ 64)







挙げている。Vgl.,Christian von Wernsdorf:田 ご釘彦移盟 ルs Niぬ亀 S。 71f.ス トヤンもま
た、自己の探求と記憶の喪失というモティーフをロマン主義に基づくものとみなし、その例と
してティークの『 ウィリアム・ラヴェル氏の物語』 (_〕θa"泌滋 わルs霊笠.nN盤a“ あ "嘱











′」肋 あ,S.187。 また、プロン ドチンスキーは、願望の適切な「管理」
という原義的な意味で「経済」という言葉を使い、「願いの経済」 (Wunsch‐ ObnOmie)と
いう観点から『はてしない物語』を分析 している。その際に彼は、シャミッソーの『ペーター・




















































路 Vgl.,Claudia Ludwig:ebd.,S.228rそ の際にルー トヴィヒは、ヘ シオ ドスの語つたギ リ
シア神話、ゲルマン神話、そ して聖書の創世記 を挙げてい る。
347 vgl., Karl hr6nyi: Die Myidtte 縫r θンガb〔働θ″.Bd.1.〕 θ θσιttr‐ υ″ご
腸 ″saゐ■aFしsgesaゐ励 施″,3.,durchgesehene Auttage.Zurich:Rhein‐ Vorlag,1964,S.21‐ 25。
348ホメロス著、小野塚友吉訳『完訳 イリアス』風濤社 2004年 263ページ。
3gホ メロス著、小野塚友吉訳 同上 264ページ。
75
闇の巨大なふ ところに銀の卵を産み」350、 そこから黄金の翼を持った神エロスが生まれた
とい うDま た、ニュクスが生んだ卵の中には、全世界 も含まれていたとされるが、さす ら
い山の古老が住んでいた卵も、全世界あるいは全宇宙を内に含む 「宇宙卵」351と みなすこ
とができるだろう。






バーバラ・ウォーカーによれば、これ ら創世神話の物語の多くは、聖書に取 り入れ られ
たようである。356旧 約聖書の創世記においても、やは り世界の原初は暗闇の状態にある。
神はまず天 と地を創造 しているが、「地は形なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神
の霊が水のおもてをおおっていた」 (『創世記』1:2)357と される。そ して、神はこの次に
光を創 り、それを 「昼」と名づけ、闇を「夜」 と名づけている。
これ らの物語 と比較すると、バスチアンの世界創造もその原初の状態が何も存在 しない
暗闇であり、そこから夜 と昼が生 じているとい う“点で、古代の神話や聖書における天地開
開や天地創造の物語と同様のプロセスをたどつているといえる。そ して彼は、神やアダム
が被造物にそ うしたように、自分の創造 したものに名前を与えていくことになる。






ニイ著、植田兼義訳『ギリシアの神話 ― 神々の時代』中公文庫 1985年を参照した。)
351ジ ャン・シュヴァリエ他著、金光仁二郎他訳『世界シンボル大事典』606ページ以下参照。
352ヵ ォス (chaOs)の 原義は、現在一般に知られているような「混沌」という意味ではなく、
「大 きく口を開けた」空虚 とい う意味である。ケ レーニイによれば、カオスが混沌 とい う意味
で用い られ るよ うになったのは、四大元素説が取 り入れ られてか らのことであるとい う。Vgl。 ,
Karl Ker6nyi:De■ fラヴ,ologie晨ソ Grie(効θ″夕S,23.
353ヘ シォ ドス著、廣川洋一訳『神統記』岩波文庫 1984年 21‐ 22ページ参照。
354 Donald A.Mackenzie:隻翌わ″力Myth′″ご五egend London:Gresham,nod。 ,p.1。 (訳出
にあたつては、 ドナル ド・A・ マッケンジー著、東浦義雄、竹村恵都子訳『北欧のロマン グル
マン神話』大修館書店 1997年 を参照した。)






釘。Stuttgart:Reclam,2011,S。 13。 (訳出にあたって は、 ライナー・



















ヴィー ラン トの『 新 トイ ツ・ メル クール』 (3算 N"θ ■ ″お励 θゴ娩 盪 嘱 1790‐ 1810)誌に





いわく言い難 く、秘密に満ちた夜」360に 転 じている。夜は神聖であると同時に、人間の内
面に作用 し、「無限の眼」を開かせるとい う。
夜が我々の内に開いた無限の眼は、あのきらめく星々よりも神々しく思われる。その
眼は、あの無数の星の群れの最も淡いものよりもさらに先を見て 一 光を必要 とせずと
も、愛の心情の深みを 一 より高き空間を、えも言われぬ悦楽で満たすものを見通す。361
第二讃歌では、「呪 うべき喧騒は、夜の神々しい気配を呑みつくす。愛の密かな生贄は永
遠に燃えることはないのか ?光に害Jり 当てられた時間は限られている。 しかし、夜の支配
は時間と空間を超えている」362と 述べられているように、光が有限なものとされているの
358 vgl.,Clautta Ludwig:Nasご ″ererb′ 7on deinθ″アZtern力′si″ _S.228.
359 vgl。 ,Herbert Uerlings:Frieι 闘泌 yθ″Z″勘 わθじ ま盟″
“
′ノ吻 Fals,S。 277.お よび、今








今泉文子訳『 ノヴァーリス作品集 3』 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)









は己自身の中で消え去ることだろう 一 無限の空間の中へ溶け失せることだろう。 363
第五讃歌では、ギリシア神話の世界 とその終焉、そ してキリス トの誕生が歌われてお り、
いわゆる「歴史の三段階説」 (die triadische Geschichtsauhssung)を 読み取ることがで
きる。そ してその際に夜は、次の世界が到来するまで神話の神々が眠 りにつく「母胎」と
される。
もはや光は、神々の居所ではなく、天上の しるしではなかった 一 神々は夜の帳を御
身 らの上に投げかけた。夜は啓示の力強い母胎 となった 一 その中へ神々は還 リ ー 新









363 Hym″ θ″′″ごθⅣして■4S。 137∬。


























365 Ab予こ′方θBふ昴 ″,Bdo Ⅱ,S.560,Nr.166.
366 Ab「羞 s鋤 」」始″,Bd.Ⅲ ,S.559,Nr.30。
367ノ ヴァーリスが死を積極的に評価するに至った経緯には、恋人ゾフィーや弟エラスムスの









以上の点を踏まえると、ノヴァー リスは生 と死を、不可逆的で一方向的なは じまりと終わ
りとい う一般的な観念に留まらず、一つの連続 した創造的過程 として、そして循環的な運
動において働 く相補的・相関的作用 としても理解 していたといえるだろ う。
このようなノヴァー リスの死生観は、エンデの死生観にも通ずるように思われる。エン







て早世 した芸術家 370と 、それ とは逆に 35歳や 40歳の年齢になってから「死にゆく力」
によつて突然創造的になった芸術家 とい う二つのタイプを挙げる。彼は前者の創造J性が「身





369田 村都志夫編訳『 ものがた りの余白』253ページ。
370ェ ンデはこのような芸術家の例 としてノヴァー リスの名を挙げている。 「ノヴァー リスを
例にひけば、ずいボん若死にしている。つまり、ノヴァー リスはその創造的能力のすべてを、
実は青春の力から得たのです。そ して、それを使い尽くしたとき、ノヴァー リスは死んだ。」
田村都志夫編訳 同上 253ペ ージ。
371田 村都志夫編訳 同上 254ページ。
372田 村都志夫編訳 同上 254ページ。
373た だし、ェンデはノヴァー リスの青春の力が精神的ではなかつたとは言えないことに注意
を促 してお り、それぞれの力は異なる質をもたらす異なる手段であると述べている。田村都志














そ して、再び人間の死が話題になった際に、エンデは 「人間の死 とは、生涯においてわ





は先に見たような樹木の落葉 とい う現象 とは異なり、種子から樹木への変化 として例えら
れる。種が新 しい芽を出す際には、その内部構造が変わり、種そのものは消えてゆく。エ
ンデはこの過程も「死にゆくプロセス」と呼び、「死にゆく種から新 しい芽がは じめて出て

















死 とみな し、四季の変化 とい う循環過程において生 と死が、つま り、内的 (精神的)な生
と外的 (物質的)な死、あるいは外的な生と内的な死が相互に作用することを認めている。
さらに、ノヴァー リスは死を生へと至る手段、あるいは生を強化する原理 とみな し、『 夜
の讃歌』では夜 (=死 )を新たな生へと至るための創造的な過程 として描いていた。これ
と同様に、エンデも種子から樹木への変容 とい う例えにおいて、死を新たな生へ至る一つ










第二節 元帝王たちの都 ― 幻想のはらむ危険性
グラオー グラマーンのもとで過ごす うちに、バスチアンは勇気を手に入れ、それ と同時
に自分がかつて臆病であったことを忘れる。そ して、自分の能力を誰かに見てもらい、感
嘆 と名声を得たいとい う新 しい望みが彼の内に芽生える。それに呼応するかのように、フ
ァンタージエンのあらゆる場所に通 じている「千の扉の寺」への入 り口が彼の前に出現す
る。グラオーグラマーンに別れを告げ、入 り口を潜 り抜けた彼は、そこで次から次へ とあ
らわれる扉を通 り抜けていく。やがて、バスチアンはア トレーユに会いたいという自分の
望みに気づき、彼に関連する色や形をした扉を通つて、ア トレーユたちのいる世界へ至る。













しか し、彼の行為に反発するファンタージエンの生物たちもお り、式典の日にア トレー














なった者には未来もない」381た め、彼 らはもはや年を取ることもなく、中には 1000年以
上この街にいる者 もいるとい う。アーガックスはさらに、彼 らは皆、ファンタージエンの
帝王になったか、帝王になろうとした者たちであり、すべての記憶を無 くして街にたどり
着いた者 と、自分を帝王にしたことによつてそれ以上何も望まなくなり、一度にすべての





























382 、戸gl。 ,Clauclia Lud、江g: Nasごυ ererb′ シξθ″■ei″θ″ レ7しern乃′s′ ′。S。 147fo uo S.232f.u.








「ミヒャエル・エンデ『はてしない物語』をめぐって 一 そのウロボロス的構造と意味 ―」東
京教育大学「影の会」編『影』第 25号 1983年 57ページ参照。





θ tt■e,Bd.3,S.13。 (以下、同作品か らの引用は ″br sル dman″ と略
84
うとして、父親の部屋に忍び込み、そこで父親 と錬金術 らしき実験をしていたコッペ リウ






りのコッポラがコッペ リウスと同一人物ではないかとい う疑いを抱 く。コッポラの存在は






ころのない」390も のにな り、コッペ リウスがナタナエル とクララの愛を破滅 させるとい う
詩を作るまでになる。陰鬱な狂気に陥ったナタナエルは、クララや彼女の兄ロタール との













386 zbr 6b″ dmar2″′S.29.
387 De■ 6Lは2dma■ 2″夕S.29.



























ナタナエルは自動人形 とい う人間の模倣、いわば現実の模倣で しかないものを現実のもの
として信 じ、幻想の中で生きるようになる。
幻想的な生は、バスチアンがファンタージエンにおいて彼の欲求を満た していくのと同
様に、ナタナエルに精神的な充足感を与え、彼を熱狂 させる。 しか し、その一方で幻想 と
391 Der 5レ ″こm′″″tS.42.
392 Der Sb″ dn■′″″,S。 45。




人間の記憶、つまり現実世界 との唯一のつなが りを奪つていくように、砂男 とい う幻想や
コッペ リウス=コ ッポラの喚起する陰鬱な想念は、ナタナエル とクララとの間に不和を招
































的な力」(正e schёpttrische]隆 aft)の「最高形態」であるとされる。Vgl.,Roman Hocke,Patrick








第二節 盲 目の坑夫ヨル とミンロウ ド坑 ― 老賢者 と鉱山
元帝王たちの都で現実世界へ帰れなくなった人間のたちの末路を目の当た りにしたバス
チアンは、ようや く元の世界へ帰ることを真貪1に 考えはじめるの しかしヽ彼が単純に帰還
を願 うだけでは現実世界へ戻ることはできない。アーガックスによれば、バスチアンが元
の世界へ戻るためには、彼を「自分の世界へと連れ戻す望みを一つ」398見つけなければな
らないとい う。 自分に残された願いの数 と、この先進むべき道についてアーガックスから
助言を受け、バスチアンは元帝王たちの都から脱出する。
街を出た後、彼はシカンダを埋め、独 りで人間世界への帰 り道を探 しは じめる。仲間に
入れてもらいたいとい う願いは、彼をイスカールの町 と霧の海へ、そして誰かに愛 された
いという願いは、アイ ゥオーラおばさま 399の住む変わる家へ と彼を導く。変わる家で過ご




は「自発的に愛することができるようになりたいとい う1童れ」(Die Sehnsucht,selbst lieben
397こ れに対してノヴァーリスにおいては、ホフマンのような幻想と現実の二極的な関係は見
られない。ノヴァーリスの場合、例えば『青い花』の構想において「結末は現実世界から秘密
の世界への移行」 (Aゐ ,アaisだ翅 britte″ ,Bd.I,S.342)や 、「現実の世界そのものがメルヒェ
ンのようにみなされる」 (/Vava■is Sttritten,Bd.I,S.343)と 述べ られているように、現実
と幻想はいわば文学作品の中で融合するものとしてとらえられている。
398 Die[“ θ″dttchθ (7θ3ふゴ
“
ιθR S。 369。
399ァ ィ ゥオー ラ (ALu61a)と い う名はイ タ リア語で 「花壇」を意味 してお り (田 村都志夫編
訳『ものがたりの余白』12ページ参照)、 果実をぶら下げた彼女の描写は、アルチンボル ド
(Giuseppe Arcimboldo,1527/30‐ 1593)の絵画に基づいてい る (Vgl。 ,Barbara Bondy,Barbara












公を導く「老賢者」(der alte Weise)の 類型に分類することができる。403ま た、彼の仕



















402 五百θ口″θ″dLiθttθ (9し sch」盪 ιθ,S.399.
403 vgl.,Claudia Ludwig: "bsご口ereAι じり″deinθ″ T'7Lern力 asi夕 .。 S。 155ffo u.234ffo u.
Agathe Lattka:″b¨ r ttF]卸盟″Z士えS,77五 ルー トヴィヒとラトカはコレアンダー氏
も老賢者の類型に含めている。




406 De BusⅣerke z“ Jbflra,S.215。
89
ている。彼が住む小屋には、「飾 りがなく、きわめて質素にしつ らえられた小さな部屋が一
っ」407し かない。そ して、食事のスープもバスチアンには「たいしておい しいとも思えず」、
「その塩辛さが少 しだけ涙 と汗の味を思い起こさせ」408て ぃる。
老坑夫とトールベルンは、他の老賢者たちと同じく、その容姿や言動によって主人公を
魅了 している。多くの場合、彼 らの話は主人公を導く詩的・幻想的なヴィジョンをその内
面に喚起 している。第一章第二節で見たように、見知 らぬ人の話は青い花に対する憧憬 と
青い花の夢をハインリヒに喚起 し、これによつて彼は自分の未来を予感 していた。老坑夫
の話も、ハインリヒの心情に作用 して「彼の内にある隠 し戸を開き」409、 そこで展開され
るヴィジョンによって、彼は 「自分をとりまく広大な世界 と自分との関係のすべてを一挙




である彼の容姿や語 り回は、バスチアンの心情に直接作用 してはお らず、彼の話も詩的あ







な大きさと形」415を したそれ らの板には、奇妙な絵やごく普通の 日常的な絵、恐ろしい絵
や愉快な絵など、様々な種類の絵が描かれている。416ョ ルによれば、それ らは皆、「人間
407 1を b″″θ″dルとみθ θθsふich′θo S.399.
408 Die口″θ″d■ lσЙθ θθsttichιθl S.402。
409 島 」hriぬ 70n6」姥rttngen,S.252.
410 ル ゴbriぬ 3ζθ″ (9■ ,θrttnge■■,S.252.




413 1ttb口 ″θ″dtticЙ θ(7θsふiぬ
`θ
,S.399.






































426v″ gl.,Claudia Lud■ vig: Nasご口6rθrわ′Jsndeinθ″
427 vgl.,Agathe Lattka:″フb〔わ闘 r ierRθ盟′″艦 ζ




力L壼レ′″″ Samarttθ  rerke,Bd.4,S。
92




の水が湧 く泉へ と導く一枚の絵」418だ けだからである。
数 日の間、バスチアンはヨルが掘 り出してきた絵の中に「見覚えのあるもの、あるいは
少 しでも彼にとつて何か特別な意味のある」419絵 を探 し求める。 しか し、彼の求める絵は
見当たらず、ヨルは自分で絵を掘 り出すことをバスチアンに勧める。本来であれば、アマ







慢強 く掘 り続け」421、 ぁる日、自分の心を惹きつける絵を見つける。その絵には「白い上
着を着て」、「片方の手に石膏の歯を持つた」422彼 の父親の姿が描かれてお り、「その姿勢
と静かで憂いに満ちた顔の表情」423がバスチアンの心をとらえる。特に彼は、絵の中の人
物が「ガラスのように透明な氷の塊の中に閉 じ込められて」お り、「突き破 ることはできな
いが完全に透けて見える氷の層が、彼を完全に、あらゆる方向から取 り巻いて」424ぃ る様
子に心を揺さぶ られる。バスチアンは、絵の中の男に対 して思慕の感情を抱 く。 この感情
の絵画を取り入れている。ミヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー フ




α 1/ζθ″』拓たЙ′」 Enあ,S。 158■ u.Roman Hocke,Patrick Hocke:




418 五万b“″θ″dZむЙθ 6bsttiよιθ,S。 402.
419 Die口″θ″dLiσttθ (7θs“ Iむ力
`θ
o S.403.
420 Die口″θ″d五iθルθ Gesch■ふ ι,S.404.
421 Die口″θ″dLiσЙθ(7θs“′b力
",S.404.422 Die cJ4θ″ご■lθ力θ Ges“ Iむ力た,S。 405。
423 五万θ″″θ″dLiθЙθ(9θきよ iぬιθ,S.405。
424 Die“″θ″dLicЙ θ θθschlcゐιθo S.405。
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これ と同様に、『 青い花』における洞窟 もハインリヒの成長を促す場 とみなすことができ
る。老坑夫 と隠者の話は、ハインリヒに「予感に満ちた自分の内面の新たな発展」を感 じ
させ、「いくつもの言葉、いくつもの考えが生命をもたらす花粉のように彼の内部に降 り注






の仕事の最中に、エー リスは トールベルンに再び遭遇 し、その際に トールベルンから罵倒
429 1戸 gl.,Die“菫θ″dZbttθ  Ges“ゴb力ιθ,S,403.
430 1vgl.,Die口 ″θ″dZ“θ θθs“ゴ昴 ιθ,S.405。
431 Die口燿θ″d■ lσttθ 6しsch■i",S.405。











ルソンの作 り話であつたことが判明するのだが、ウッラを愛 していたエー リスは絶望にか





すい うすい層になって積み重なって」434お り、「全ファンタージエンが忘れ られた夢の基
盤の上にある」435と ぃ ぅ。忘れ られたとい う点では、ルー トヴィヒの言 うように、436絵
の採掘場は人間の無意識から成 り立っていると考えられるのまた、採掘 される絵の中には




ぐ場 として描いているとい う点である。エー リスが現実世界にあるファールン鉱山におい
て幻想を見出している一方で、バスチアンは幻想世界にあるミンロウド坑において現実を
見出している。 したがつて、エンデにおける鉱山は、ノヴァー リスおよびホフマンと同様
に、主人公の成長を促す と同時に、絵画や幻影 とい う像によつて幻想 と現実を媒介する場
として描かれているといえるだろう。





追い払 う。 しか し、この騒動によって、バスチアンの持つ絵は粉 々に砕け散る。 しばらく
434 Die traθ″ノLiθЙθ θθsiich`θ,S。 401
435 五万θυ″θ″dLiθらθ (9θきふ ■i′θ,S.401




しさに目を閉じる。そ して再び目を開けたとき、彼は自分が 「天の蒼弯のように大きな ド
ーム状の空間の中に立っている」487の を見る。
こうして彼は、ついに生命の水が湧き出る泉にたどり着く。すでにルー トヴィヒやス ト
ヤンも指摘 しているように、438こ のような丸天丼 とい う空間および生命の水 とい う形象









しかも彼 らは、互いに拘束 しあうのと同時に、生命の水を守っていた。 とい うのも、
彼 らが環になって横たわっている中心には、大きくて勢いのある噴水が音を立てていた







438 vgl.,Claudia Ludwig:″ bsご口
"び
わι yθtt deinθ″ 丁′7しern ias■ ..,S.168ff.u.Httna
Stoyan:Dier五′″′′θI″s“θ″KndeFb″盪 arフリ″]をしЙ′arEnab,S.166∬.
439ジ ャン・シュヴァリエ他著、金光仁二郎他訳『世界シンボル大事典』711ページ以下参照。







444 Die“″θ″dittθ (算θs(プ[ゴ昴 わ,S.413。
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フッフールは水たちの言葉を解 し、彼 らの意思をア トレーユとバスチアンに通訳する。
水たちによれば、この場所、つまり金色の丸天丼の空間がアウリンである。そ して 「アウ
リンはバスチアンが探 し求めた戸口であり」、「彼は最初からそれを持っていた」445と ぃ ぅ。
水たちはさらに、バスチアンが生命の水を飲むためには、幼ごころの君が彼に与えた容姿
や能力などすべてを手離さなければならないと言 う。その準備ができているかとい う水た









まわ り、水を吹き出してはねかけ、きらめきながら滴 り落ちる水 しぶきを回の中に流れ
させた。彼は乾きが満たされるまで飲みに飲んだ。そ して喜びが、生きる喜び、自分自
身であるとい う喜びが、頭のてっぺんから足の先まで彼を満た した。 とい うのも、彼は
今、自分が何者であり、どの世界へ属 しているのか再び知ったからである。彼は新たに
生まれたのだった。そ して何より素晴らしかつたのは、彼が今まさに、かつてそ うあっ









447 Dθ ″″θ″d■lθЙθ hesぬゴb乃た,S.416,
443 3θ  υ″θ″atticヵ θ θθ3ふ五ふ た,S.416。
449 Die置で″dttchθ (7θstti‐ιθ,S.416。
























451 vgl.,Clauとa Ludwig:フ 穐25ご口αettι √ondein"'7しern■′sι″りS.168.第 六の夜話では、
リン トホルス トの屋敷にある部屋において、次のよ うな描写があるQ「空色の壁か らは、背の
高い粽欄の金銅色の幹が伸びてお り、それはエメラル ドのようにきらきらと輝 く、巨大な葉を
上へ と伸ばし、丸天丼を作つていた。」 (3げ ョ熱 nθ bpム S。 271)ア ンゼルムスは、この部
屋の中央に黄金の壺が置かれているのを見る。
452 HeinttJ6通 7o‐ (9■つrttngθ″′S.196.
453 正長
"httabじ





























rルs ittθ″a KHM 97)や『金
455 Heinriぬじ石θ″ (2ルθr(盪″gθ″′S.197.
456そ の際にヘ フ トリヒは、ハ インリヒの詩 人 としての遍歴 にオルフェ ウス神話の要素を読み
取つてお り、水浴 における新 しい誕生が 「オルフェウスの誕生」 (S。 90)に なっていると解釈
している。 Vgl。 ,Eckhard Heftrich:Ⅳ ♭猜 。乃″ 五ogos浅ソ 妥χ」θ.Frankfurt am Main:
VittoriO Itlostermann,1969,S.84∬。
457 vgl.,Httna StOyan:」 ユJθ






Berg、 KHM 92)、『 こわいもの知らずの王子』(aF





























































小説」の嗜矢として『 ドン 。キホーテ』を挙げている。田村都志夫編訳『 ものがたりの余白』
30ページ以下参照。




へ帰還 した後、彼は涙 とい う形で生命の水を父親にもたらし、その苦悩を治癒 している。
一方、ジッリオとジァチンタは、ウルダルの泉において、自分たちの内面にある「真の
ファンタジー」や 「真のフモール」とい う幻想的な心情を客観的に認識 していた。この後
に彼 らは、チェリオナティが喩えていたように、人々がのぞき込むウルダルの泉の役割を













末に達 していた。 日常から逸脱 した 「変わ り者」の主人公たちの うち、まさにバスチアン
やジッリオらのように、現実世界 と幻想世界の両方を知 りながらも現実世界での生を選ぶ
ことのできる者だけが、双方の世界に調和をもたらすことができる。幻想のはらむ破滅 と
調和の双方の作用が描かれているとい う点では、『 はて しない物語』は、『青い花』のよう
に文学作品の中で現実を詩的世界に変容 させようとしたノヴァー リスではなく、ホフマン
の作品に近いように思われる。 しか し、アイ ゥオーラおばさまによれば、ファンタージエ
ンには、「いつか遠い未来に、人間たちが愛をファンタージエンにももたらす ときが来る」
とい う予言があり、「そのとき二つの世界はひ とつになる」465と ぃ ぅ。このような現実 と
463 vgl.,Die口″θ″dル励 θ θθs“」励 た,S.416.



















フリー ドリヒ 0シ ュレーグルおよびノヴァーリスの文学理論や文学観をエンデの文学観・
芸術観と比較・考察していく。
第一節 Lシ ュレーゲルの「進展的普遍ポエジーJと「新 しい神話」
まず、『はてしない物語』で描かれた「ファンタージエン」という幻想世界の構想につい
て見てみよう。すでにいくつかの点について触れたように、エンデは「ファンタジーと夢
の国であるだけではなく、芸術の国、つまり虚構 (Fiktion)の 国」468で あるファンター
ジエンを描く際に、様々な芸術や思想に由来するモティーフや描写を取り入れていた。こ
の点についてゼーハーファーは、そのインタヴューの中で、特に トールキンの『指輪物語』
(鰍[θ L″ご〆肋θ品韓男 1954‐ 55)と の類似性を指摘している。469こ れに対してエンデ
は、「トールキンの物語自体が、元をただせば、アーサー王伝説に基づいていて、それは、
466 Barbara Bondy,Barbara vonヽ rulfbn,Hans Heigert:θθゃ■慶(■
“
ゴ′』石ご[′θf ttbめ,S.
137.そ の例 としてエ ンデは、グモルクとア トレーユの会話 とア トレーユ と幼 ごころの君の会話
を挙げている。
467 HanS Ester:θ θΨFa6カ
“
ゴ′施 ′」Zbあ,S。 182.
468 Barbara BOndy,Barbara von Wul]bn,Hans Heigert:a.a.0.,S。 137′
469ミ ヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』
38¨ 39ページ参照。
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名前のつけ方にいたるまで、反映 しているとい うことです」470と 述べ、自身の作品におけ
る他の芸術作品の描写やモティーフの意図的な借用について次のように説明 している。
「ですから、私はアーサー王伝説から票J窃 している、と言 うこともできるで しょう。私
は実際、そ うしました 一一確かに。でも、そもそも、そ うした借用は、なぜ行なわれる












470ミ ヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』
39ページ。
471ミ ヒャエル・エンデ他著、樋 口純明編 同上 39‐ 40ページ。
472ミ ヒャエル・エンデ他著、樋 口純明編 同上 41ペー ジ。ェ ンデは本稿の 「は じめに」で引
用 したシュ ミッ ト宛の書簡においても同様 の点について述べてい る。黒姫童話館資料番号 :
02EB002(17.05。 1981.An Hans Walter Schmidt)「ただ、私が一連の 「幻想的な文学 と絵
画」の作品を意図的に私の本の中で引用 しているのは確かなことです。 しか し、そ こで問題 と
なつているのは、その都度、短い ヒン ト (例 えば、 「シェクス ピール」 と呼ばれ る、遠い昔 日
のファンタージエンの旅行者)だけなのです。私はこれ′によってファンタジーがある個人の創
造物ではなく、あらゆる民族 と時代が共同で作 り上げる創造物であることを暗示 しているつ も
りですc私の方から、誰か他の作家に対 して意識的・テーマ的に依拠することは していません。」
"[.…
]Nun ist es zwar so,daS ich eine Reihe vonヽ Verken der"Phantastischen Literatur und
LIalerei"absichtlich in m[einelm Buchnzitiere[壺 d,aber es handelt sich dabei eben nur um
jelweis kurze Hinweise(z.B.der Phantasiereisende aus iangSt Vergangenen Tagen,der
sich"Schexpむ ''nennt。 )Ich¬will dallllit andeuten,daS Phantasie nicht die Schё pfung eines
Einzelnen,sondern eine Gen■ einschatts‐ Schёpfung aller Vё ュker[」d und Zeiten isto Eine
bewusste thematische Anlehnnunglsia an i.・ gend einen anderen Autor lag von meiner
Seite aus nicht vor.[。 …]“ (下線は筆者による)
473Aゐ








ロマン主義文学は、進展的普遍ポエジー (eine progressive Universalpoesie)で ある。
その使命は、単に、引き離 された文学のあらゆるジャンルを再び一つにし、文学を哲学




















475 vgl.,Claur_lia Ludw増 :″bSご口ererb′ π口 aL:hθ″丁'7tern i′θ′″りS.46」雌
105
(Durchdringung von Tag und Traum)476が 意図されている。
シュレーゲルはさらに、ロマン主義文学について次のように述べる。
ロマン主義文学だけが、叙事詩 と同様に周 りを取 り巻 く全世界の鏡、時代の似姿にな
ることができる。 しかも、ロマン主義文学はあらゆる実在的関心にも観念的関心にも制
約 されずに、詩的反省の翼に乗つて、描写されたものと描写する者の中間に最も良く漂
うことができ、この反省を繰 り返 し累乗 して、無限に続 く合わせ鏡のように重ね合わせ
ることができる。477
ロマン主義文学が周囲の世界や時代を映 し出す鏡であるように、エンデも文学作品にお
いて、現代 とい う時代を反映させようと試みている。『 オリーブの森で語 りあ う』の一 日目
の対談の中で、彼は『モモ』の構想に関して、「僕にとつてはむ しろ、今 日の僕たちを取 り
巻 く世界のイメージを、内的なイメージに変えることが、つまり、昔のメルヒェンの語 り
手たちが彼 らを取 り巻 く世界について行なったの と同じことをすることが重要だつたん
だ」 478と 述べている。彼はまた、モモの人物像において、従来の行動的な英雄 とは異なる
英雄像を提示 してお り、「仕事をする際や過去の文学 と取 り組む際に」彼の内に生 じた、英
雄 という概念の今 日的な意義や、今 日的な英雄像の有 り様に対する問いに取 り組んでもい
る。 479
ロマン主義文学はさらに、実在的 (real)関 心、つまり外部の世界の事物や出来事 と、
観念的 (ideal)関心、つまり思惟によつて人間の内部で展開する営為のどちらにも偏るこ































に触れ、二枚の鏡を向い合せると生じる「無限の映 し返 しのプロセス」481を読書 とい う行
為に当てはめている。




















れた 1994年 2月 5日 付のメモ「鏡に映る鏡には何が映つているのか ?さ すらい山の古老」
("多J zeigt θ力 珈力″ニルrJ励 ヵ θ力θ″ヽ‐3dqprむ方′Dθr ttte"″ 口閣曲 In晨〕″
■理→ において、さらに詳 しく述べている。そこでも彼は、まず 「本は読者が自分自身
を映し出す鏡」485で あり、「読者はその時々の本がそれ自身を映し出す鏡」486で あると定
義する。そして、「読者とその本に当てはまることは、この世界の人間についてもまったく
















































490 劃[z力 θ″́ 口盟s'‐agmθ″ムQ]Nr.116,S.183.
491 1ttb口″end■lθЙθ(9しstt■よ ιθ,S。 30.u.a.
492ェ ンデはこの決ま り文句の意図について、次のよ うに述べてい る。 「絨毯の織物がそ うで
あるように、常に緯糸があらゆる物語を貫いています。そ して人はこの糸を終わ らせ なければ




なるだろ うと思い浮かべたのです。そ うなるとそれは本当にはて しない物語で しょうね。」
Barbara Bondy,Barbara von Ⅵrulttn,Hans Heigert:θθttra盪 22ゴιJピI`Й′θf Enあ,S.137.
ラルフ・イーザウ (Ralf lsau,1956‐ )をはじめとする複数の作家によつて、2003年 から 2004











「僕は何 らかの理想像や英雄像な しには神話は存在せず、神話な しには文化が存在 しな
いと思っている。まさに僕たちは、僕たちの意識、僕たちの世界にふさわしい何 らかの
理想像を必要 としているんだ。 しか し、過去の理想像はもはやみんな機能 しない。その
ような先祖返 りを我々の世紀に強引に引きず り出すことが、いかに取 り返 しのつかない
結果を招 くかは、まさにナチズムが示 したことだ。」493
エンデは『 ものがた りの余白』においてもこれ と同様の見解を述べている。そこで彼は、
自分の父エ トガー・エンデ (Edgar Ende,1901‐ 1965)がナチスによつて芸術活動を禁 じ
られたことについて尋ねられた際に、まず、ナチスの持っていた、人を魅了するパ トスに




要に属 している」495の だが、これ ら過去にあつた英雄像や理想像は、現代ではもはや機能




″肋r`力b」%θJθ,1800)の 中で論 じた 「新 しい神話」 (die neue Mythologie)の 構想 と比
較することができる。『 アテネウム』誌第二巻第一号に発表 された『 文学についての会話』
では、ある文学サークルを舞台に、四人の人物による文学に関する小論文の朗読とそこに
集まった人々による議論が行われる。この うち「新 しい神話」を論 じているのは、ル ドヴ
ィーコの語る「ネ申話についての演説」(Rede uber die Mythologie)で ある。そこではまず、
493 乃 ′″ん21彊 b∠【曖■tこr′P磁ι量,S.39f。
494田 村都志夫編訳『 ものがたりの余白』59ページ以下参照。
495田 村都志夫編訳 同上 63ページ。
496田 村都志夫編訳 同上 63ページ。
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近代人が詩作をする際に、その「活動のための確固たる支えや、母なる大地、天空、活力
のある大気 とのつなが り」497が不足 していると指摘される。そして、彼 らは「このすべて
を内面から作 り出さなければならない」498の だが、それは個別に行われるものであり、そ
の作品は「最初か ら無より生 じた新 しい創造のようなもの」499で あるとい う。このような
状況にあつて、近代文学の中心点 となるべき「新 しい神話」の必要性が次のように訴えら
れる。
「我々の文学 (Poesie)に は、古代人の文学にとつて神話がそ うであつたような中心点





ル ドヴィーコはここで、古い神話 501を 「すべて若々しい想像力の最初の開花であり、感
覚世界の最も身近なものと、最も活発なものと直接結びつき、またそれにならつて形成 さ
れたもの」502と 定義 し、「新 しい神話はそれ とは逆に、精神の最奥の深みから形成 されな
ければならない」503と 主張する。つまり、古代の神話が人間の知覚する外の世界の出来事
や 自然界の事象にならつて作 られている一方で、新 しい神話は人間の内面をその源 として
作 られねばならない。彼によればそれは、「あらゆる芸術作品の中で最も人為的 (kunstlichste)
497 Friedrich Schlegel:θ θspraaら ″ゎθr die fbθttb″ In:Ernst Behler[u.a.](IIrsg。 ):mittsttθ
Frieル
“
&Й」ηθf Иυag′みα Bd.Ⅱ ,S.312。 (以 下、同作品か らの引用は 0%pF五ぬ ″わα ttb
妥χ」θと略記し′、ページ数を添える。訳出にあたつては、山本定祐編訳『ロマン派文学論』を
参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)





わ(ソ 置e ttθ tte S.312.
500 θθttradb″ みar tte ttθ"eS.312.501こ の演説 よ りひ とつ前 にア ン ドレー アが朗読す る 「文学の諸 々の時代」 (Epochen der
Dichtkunst)に おいては、近代の ヨー ロッパ人にとつて芸術の根源 は古代ギ リシアであ り、彼




であるとされている。それゆえ、シュレーグルがここで意図 してい る古代文学の中心 としての
神話はギ リシア神話 を指 してい ると考えられ る。
502 θθ3praぬ″わα ぬettθye S.312.
503 θθttFttCh″ わθr tte ttθ "eS.312.
でなければならない」504と ぃ ぅ。そ して彼は、その理由を次のように述べる。
「とい うのも、それは他のあらゆるものを包み込み、文学 (Poesie)の古くからある永
遠の源泉に代わる新 しい苗床 と器であるべきであり、それ 自身が他のすべての詩の萌芽





ル ドヴィーコはまた、古代文学の特徴 として、個々の作品が互いにつなが り合って一つ










間の精神 とい う内面の働きによつて生成 される。この点からル ドヴィーコは、新 しい神話
にとつて「非常に重要な示唆と注 目すべき証明」509と して観念論 (Idealismus)を 挙げる。
彼によれば、「いわば無から生 じるのと同じ方法で生 じる」510観念論は、「人類が自分たち
の中心を見つけるために全力で格闘するという、あらゆる現象の中の現象の、一部分、一








508」 湯θ燿ガ′″ s・‐ agmθ″た,Nr.24,S。 169。
509 Gesprach″ みθr tte ttθ 」θ,S。 313.




分枝、一表出方法にしかすぎない」511と ぃ ぅ。彼はまた、観念論において、「自分 自身を
定めて、無限の変化の中で自分自身から出て、再び自分 自身に還つてくるJ512と ぃ ぅプロ
セスを見出し、観念論の内部から、観念論 と「同様に無限で新 しい実在論」(ein neuer ebenso













神話的形象の創作を意図していたのではないとい う点である。ル ドヴィーコは、新 しい神
話において観念論 と実在論を関連づけた後、スピノザを引き合いに出して、その哲学を文
学 と関連づけている。田中均は、このような点から、新 しい神話が 「精神の内に無限なも




創造の中心点 とすることを目指すものである」517と 角早釈 している。 したがつて、新 しい神
話の構想においては、ハインツ・ゴッケルの言 うように、「新 しい神話の内容ではなく、神
511(gし
ψ Fttθみ″わθr ttθ ttθ
"θ
,S.314.
512 θθ3pra轟 ″ber tte fbθ sie,S.314.
513 6bttrttch″ わθr tte ttθ 」e,S.315。
514 hQψ Fガ盪 ″ルθr tte fbθ stte,S.315。
515 6し,甲rach″わθr tte ttθ
"θ
r S。 315。
516田 中均『 ドイツ。ロマン主義美学 ― フリードリヒ・シュレーゲルにおける芸術と共同体』
188ページ。
517田 中均 同上 188ページ。
113
話の方法が」、「諸々の新 しい神話素 (Mythologeme)の創出ではなく、神話創作の方法 (ein











ら創造すべき体系を絶えず意識 させ られる。つまり、そこには体系のない近代文学 と、こ



















編、相良憲一他監訳『初期観念論と初期ロマン主義 一 美学の諸原理を巡る論争 (1795‐ 1805








(Freiberger″′′″π′角sa″ s励′皿iぬθメ勁υ茜開 ゴ798/99)の 「自然学的断章」 (Physicalische
Fragmente)の 中で、体系と非体系の統合について次のように述べている。 「切り離された体
系の統合 ― あるいは体系と非体系の統合。恣意 (無秩序)の 世界 (Reich)と 法貝Jの世界(Reich)
一 体系 ― 無秩序 ― は、互いに何の関わりもない。それらは絶対的に分離している 一 両者





から。人はそれを指針にできる」521と 述べているように、エンデは神話 とい うものを、人




よって支えられ、機能 していたことが、今 日ではもはや通用 しなくなり、「日ごとに、この
世界は全人類が一体となつたものとして、さまざまな民族すべてが属する、人類の家族 と




































ではないのですか ?」 529と 尋ねているが、エンデはこれに対 して、そのような神話の構想












デは、彼 らが自分たちの神話を「この世界の隠れた側から (… )すべてに意味がある王国










同上 66ペ ー ジ。
同上 66ペー ジ。
同上 67ペ ー ジ。
同上 67ペ ー ジQ



























































「ポエジーは今 日ではもうほとんど例外なく「包装の問題」 (Vbrpackungsfrage)と み
なされています。その分野の専門家たちによつて再び包みを解かれる、何 らかの意味内
目指 している。ハンス=ヨ アヒム・メールによれば、ノヴァーリスにとつては「統一の精神や、
結合の原則それ自体」 (ノ物予りis S壷意en,Bdo Ⅲ,S.239)が重要であり、この構想において
は、「諸々の学問の細分化と個別化を、そのような「結合学」あるいは「構成学」、「創造的













く、詩的・芸術的なこと」 539、 っま り、「今 日でもまだ、昔のメル ヒェンの語 り手と同じ
方法で語ることが可能だろうか」540と ぃ ぅことであつたと述べている。彼によれば、昔の
メル ヒェンの語 り手たちは「自分たちの周 りにある現実の世界」を取 り上げ、それを「王
様や母親、狼」などの「内的なイメージ」 (Innenbilder)に 変えていたのであるが、その
際に、「外部の世界の実在」が「ポエジーの変容プロセス (UmwandlungsprozeS der Poesie)
によつて内的な世界に変えられて」お り、その逆もまた可能であつた。541そ して、エン
デも「我々の世界において起きていることを内的なイメージに変えようと試みた」542のだ
とい う。 ここではポエジーが、外部に存在する事物や現象、出来事等 と、人間の内面で作
られるイメージを相互に変容 させる原理 として扱われているのエンデはまた、1981年 10
月 25日 付の女性読者宛 とされる手紙の中でも、同様の“像に
ついて述べている。
私をその気にさせるものは (…・)、 私たちみんなの潜在意識に、内面の精神的な出来事




私の見解では、世界はこの「ポエジー化」 (ノ ヴァー リス)によつてのみ、人間にとつて
住みよいものになります。 543









543 Roman IIocke,Patrick Hocke:‐eこ乃口θ″ぬ口五働みθ θθsttichムθ,Das Ph′″ふFs勲9″ づ3θ9aヨれλ口,S.
17■
119





自分が故郷にいる (heimisch)と 感 じることができます」 と説明 し、「まさにその中にこ
そ、あらゆる文化の本質が存在 しているのです」と述べている。 544
このような認識能力 としてのポエジーという定義 と、ポエジー とノヴァー リスとの関連
づけは、1980年 11月 26日 に行われた ドイツ児童文学アカデ ミー大賞受賞時の講演にお
いてすでにあらわれている。本稿の「は じめに」の注 21番で触れたように、エンデは『エ
ンデのメモ箱』所収のエッセイ 「ある中央ヨーロッパ原住民の思い」においても、この講
演 とおおよそ同じ内容について述べている。これ らのテクス トの うち、内容的・表現的に
まとまっているのはエッセイの方であるが、講演の方はポエジーに関する発言を若干多く
含んでいるため、ここでは講演原稿の方を見ていきたい。
この講演でエンデはまず、大人の文学 と子 どもの文学、大人の世界 と子 どもの世界 とい
う分類に異を唱え、今 日、児童文学 と呼ばれているものの起源を 19世紀の初頭からさら
にさかのば り、近代の初めにあるとみなしている。彼によれば、「この時期に、現代の主知
主義が、白人の需 りが、あらゆる分野においてヨーロッパの古い精神性を排除することを
始めた」 545の であ り、それは様々な形をとりなが ら、「炎の情熱で、そのときまではまだ





時に彼の 「文化の構想全体」に関わる 「純粋に詩的な問題」に関心 を持っていた と述べ、この
ことをやは り内面の世界 と外部の世界 との相互変容 とい う作用によって説明 している。彼 によ
ればこの変容によつて一方の世界が他方の世界の中で再認識 され、 「これによつてのみ、人間
は 自分の世界の中で我が家にい るよ うな気分になれ る」とい う。ただ し、そ こでエンデは外的・
内的イメージの相互変容をポエジーではな く、 「詩的錬金術」 (pOetische Alchemie)と い う
言葉によって説明しており、その際に『化学の結婚』を引き合いに出している。VgloJ%′″″」ダ
LItttP並′ム S。 123。 この点からはエンデが内と外の相互変容の作用において、ノヴァーリス
のポエジーだけではなく、錬金術も意図 していたことは明らかである。川村和宏によれば、こ
のような詩的錬金術への関心は、ルー ドルフ 0シ ュタイナーの影響によるものであるとい う。
り|1村和宏『 ミヒャエル・エンデの貨幣観』88ページ以下参照。
545 Michael Ende: 。..漣n腸 ″sttθ″ 丘2 ■er r/Te■t"づbttr ieimゴ s贔 ″′
“
θ″, S.14.od。
"ルた″′″ ルr麗力あノえS.312.訳出にあたつては、上田真而子訳・解説  「講演 児童文学を
120
存在 していた 「擬人観的」 (anthrOpomorphistisch)な 、つまり、「(事物を)人間と類似











じみのあるものにすること (heimisch machen)」 が、つま り、再び 「世界を人間の尺度
ではか りはじめること」が、そ して 「それ 自身からは価値を生み出す能力のない主知主義
を、現実性に満ちた、つま り体験可能な思考の方法によつて人間的なものの領域へ と取 り
戻すこと」が 「生きるために決定的なこと」であるとみなす。549そ して彼は、そのため
の道標 としてポエジーを挙げる。
こえて 一 ポエジーの復権」『海』 14巻 13号 (臨時増刊 子 どもの宇宙)中央公論社 1982









sehr verehrten Zuhёrer“ ,S.17)が Ne“ 5レ
“
22ん″g誌 では記載さオtて いない (Vgl.,ノレteratur


















547 PIichael Ende: .…  縫n腸 ″s“θ″ ゴh ier ″bノ′麗θ縫I力eimisch“ ′
“
θ″, S.14。 od。
″_乙ゴじerarur ttF Knder“ えS.313.







549 vgl。 ,L/1ichael Ende:...縫n腸 ″sttθ
“
I″ ■er I″冨′両eier■eimlsch Jη ′θゐθ″,S.16.od.
ル ね″′″ 撻 Kn由 貿 S.315.こ こで述べ られている「人間的なものの領域」 (Bereich des
Mensёhhchen)と い う言葉は、「ある中央ヨーロッパ原住民の思い」では「人間の経験領域」







るべき方向を我々に示 しうるのです。なぜなら、ポエジー とい うものは自分を世界の中
で、そして世界を自分の中で経験 し、再認識する、人間の創造的な能力でなくて何であ
りましょうか ?あ らゆるポエジーはその本質において 「擬人観的」です。そ うでなけれ
ば、ポエジーはポエジーであることを止めます。そ してまさにそれゆえに、あらゆるポ
エジーは幼きもの (das Kndliche)と 同族なのです。私はポエジーが人間の中にある永
遠に幼きもの (das Ewig‐ Lndliche)で あると言いたいのです。」550
この箇所でもエンデはポエジーを、人間が自己と世界を外 と内というそれぞれの領域に
おいて体験 し、認識する創造的な能力 (die schOpferische Fahigkeit)と みなしている。
このような創造的能力 としてのポエジーは、ファンタジー とも関わつているように思われ
る。彼はあるインタヴューにおいて、ファンタジー (Phantasie)を 「人間の想像力の中












′Ifri糧hあ ノえS.315f。 エ ンデは後に、第 20回 IBBY東京大会での講演において も、
「永遠に幼きもの」について言及 してお り、彼があ らゆる人間の中にひそむ、そのよ うな 「子
ども」のために物語を語つてい ると述べている。そ して彼は、 「永遠 に幼 きもの」 とい う言葉
をゲーテの「永遠に女性的なもの」 (das Ewig‐ Weibliche)に添える形で引き合いに出 し、「こ
れな しには、人間は人間であることを止めて しまいます」と述べている。Vgl。 ,盗ふ ′Jみ あ s
Zetttelkas[.en,S。 177∬ .









どもたちが、世界を体得 し、自分のものにするために真に必要 とするもの」553で あり、「詩
や本、あるいは芸術」だけではな く、「生の形式 と経験可能な、体験可能な世界解釈
(1lblterklarung)」 554を も意味 しているとい う。これ らの点からは、エンデがポエジーに

















553 L/1ichael Ende: ...漣n腸 ″s“θ″ ゴh ル  И花ゴι ",7θttI
"IFし
erar口rノレr ttChabF“ ぇs.316。








υらvdis鋤五姦盟,Bd.Ⅱ ,S.457,Nr。 97)と 述べており、他の断章でも「最初の人間は最初
の見霊者 (Geisterseher)で ある」と述べた際に、子どもたちをその最初の人間とみなしてい
る。 Vgl。 ,AbvttsSふ_乙″懲a″,Bd.Ⅱ ,S.564,Nr.193.
556L/1ichael Ende: 。.夕 縫n_LD″ s〔量θ″ 」加 (晨ソ ″bf′ wie漣I
"IIterar口
rル 亜chttr“ζS.316.
557 PIichael Ende: ,…  漣n」肋L″ sttaロ ゴh 経I ″hJ′ Ⅳiettr
"IFterar口
rfレ r」Kl″ dbr″えS.316.






























″,Bd.I,S。 344f.カ ッコ内の言葉は講演原稿においては引用 されていない。
「ある中央 ヨー ロッパ原住民の思い」では、この詩がファンタジー児童文学 とい う特別居住区












































ノヴァー リスは他の断章でも、「ポエ ジーはすべて を語 と言語記号 (W"艶 und
562乃 Jtts Sふ」置丘b″,Bd.Ⅲ ,S.685,Nr.668.
563 」ⅣbrdisSふ励 ″,Bd.Ⅲ ,S.690,Nr.690.
564 1～byahs5を畳昴 ″,Bd.Ⅲ ,S.639,Nr.507.
565 Abyttis SJ圧ゴん″,Bd.Ⅲ ,S.650,Nr.553.
125
Sprachzeichen)に 置き換える」566ゃ 、「ポェジーは、直接言語に関わる。 (…・)概 して人
は、言語テクニックのあらゆる段階をポエジー とい う言葉 (Ausdruck)の もとに理解する
ことができる」 567と 述べている。また、『 青い花』のハインリヒも、自己や 「世界の外に
あるもの」を言語によつて表現 しようとする衝動に、文芸としてのポエジーの起源を見て
いる。568それゆえ、ノヴァー リスの言 うポエジーは、′Lヾ晴とい う人間の内的な世界に働
きかけて、そこに生 じるものを言葉によつて表現 したものであるといえる。ただし、それ
は単に、内面の世界を外部に表現することのみを意味するのではない。中井章子によれば、
ノヴァー リスの言 う内的世界の総体 としての心情は、精神や魂、想像力や感情 といった、
「人間のさまざまな精神力の全体」を意味するだけではなく、「自然 と人間、客体と主体が
交わる場」でもあり、「個人の心としてかぎられノたものではなく、自然 とそのすべての存在
が入つている内部空間の全体である」569と ぃぅ。そ うすると、心情の表現 としてのポエジ
ーは、すでに内的世界 と外的世界を含んでお り、そこにはエンデの言 うような、外部の世
界の事実と内的なイメージの相互変容ではなく、変容 された後のものが表現 されていると











566 乃 va■isSch」注丘;θ″,Bd.Ⅲ ,S.368,Nr.582.
567 ,v♭
「
a■is Sふ筋 ″,Bd.Ⅲ ,S.399,Nr。 688。
568第 八章の ク リングゾール との会話においては、次のよ うに語 られてい る。 「言語は、 とハ
イ ンリヒは言 つた。本当に記号 と音声か らなる小 さな世界なのですね。人間がそれ を支配す る
よ うになると、大きな世界をも支配 して、そ してその中で 自分を自由に表現できるよ うにな り
たい と望みます。そ してまさに、世界の外にあるものを世界の中に顕現 させ ること、そ して、






(Schein)を 与えることによつて、私はそれをロマン化することになる 一 高次のもの、
未知のもの、神秘的なもの、無限なものに対する操作は、その逆である 一 これ らのも
のは、この結びつけによって対数化 される 一 それはありふれた表現を得る。 ロマン的
哲学。ロマンス語。交互の高次化 と低次化。570
この断章では、ロマン化によつて行われる操作が語 られている。まず、ロマン化は 「質
的な累乗」 と呼ばれ、この操作によつて、低次の自己が高次化 される。ノヴァー リスは、























574田 中は「対数化」を「ロマン化」と逆の操作としてとらえているが (田 中均 上掲論文 170



























575 Ronlan I― Iocke,Patrick Hocke:Die υ″θ″dttiσ力θ Ges“ichね,Das島 ′″洗f〔wθ″「Zθ力女θ″,S.
95。
576 Ebd。 ,S。 95。 引用元の文献 では、エ ンデ の この発言 が ロマ ン化 と同 じ遺稿 にあった ものか ど
うかは明 らか に され てい ない。
577 vgl。 ,Die″″θ″置避hθ (Fθs泌ゴ
“
た,S.168。







の言 うように 579「内と外」とい う観 J点 からも解釈することができる。このフ像でエンデの述
べた内部のイメージと外部のイメージの相互変容 としてのポエジーも、ロマン化 と同様の
操作を含んでいるとみなすことができる。中井はまた、ロマン化を「内と外」 とい う視′点





























君たちから分離 した 一 そ して今や見知 らぬものとなった 一 つまり、外部にあらわれ





θ″レ掬 の である。二つの操作の うちのそれぞれの完全`性が他方に依存 してい
ないことがあろうか。 583
この断章では、外部に存在する事物 と、思考 とい う内的な働きを相互に変容 させること
のできる人間が 「魔術的観念論者」 と呼ばれている。 ノヴァー リスは、これより前の断章
において「(抽象的なものは感覚で知覚できるようにされ、感覚的なものは抽象的になるベ
きである 一 (正反対の操作 ― 一方は他方とともに生 じ、完成される。観念論 と実在論の














583 」Ⅳbya■is 5をЙrtte″ ,Bdo Ⅲ ,S.301,Nr。 338.
584 」Ⅳ♭I′ a■is Schrtte″,Bdo Ⅲ ,S.2991 Nr.331.
585中井章子『 ノヴァーリスと自然神秘思想』115ページ参照。
586 x■ auS Seehafer:ノ ЪしerTttθ
"′






























彼は 1798年 2月 24日 付のA.Wシ ュレーグル宛の書簡において「今後、私はポエジー以




フ′IFしeraraJF ttr ttGhJbr″4S。 315f.




外には取 り組みません ― 諸々の学問はすべてポエジー化されねばな りません ― この現
実的で学問的なポエジーについて、私はあなたと十三分に語ることを望んでいます」591と





すでに見たように、ノヴァー リスのポエジーは、内的世界 と外的世界の双方を含んだ 「′い
情」を言葉で表現 したものであった。他方でノヴァー リスはポエジーを個人 と全体 とい う
二元を結びつける原理 としても語つている。
ポェジーは、あらゆる個々のものを、残 りの全体 と独 自に結びつけることによって高
める 一 そ して哲学がその法則を定めることによって、世界に対 しては じめて理念の効
果的な働きかけを準備するとすれば、ポエジーはいわば哲学の鍵であり、哲学の目的で
あり、哲学の意義である。 とい うのも、ポエジーは美 しい社会を 一 世界家族を 一 宇
宙万有の美 しい家政 (Haushaltung)を 一 生み出すからである。
哲学が体系 と国家によつて、個人の諸力を人類 と宇宙 (Ⅵblta11)の諸力 とともに強め、
全体を個人の器官に、そ して個人を全体の器官にするように 一 ポエジーも、生に関し
て同じことを行 う。個人は全体の中に生き、全体は個人の中に生きる。ポエジーによっ
て至高の共感 と協働 (Coactivitat)が 、有限なものと無限なものの最も緊密な共同体が
生まれる。 594
ここではポエジーが、哲学 と同様に、個 と全を相互に関連づけることによつて両者を結
びつけるとされている。中井によれば、ノヴァー リスが 「来たるべき自然学」や 「高次の
自然学」等の言葉のもとに構想 していた「新たな自然学」においては、近世以降の自然科
学や 自然哲学が人間と自然、客体 と主体、個と全、外 と内などに分裂させた二元を再び結
591Aゐ 予r′方sSふrtte″ ,Bd.IV,S.252.
592 1Ⅳ♭ya■isだ逸Й昴 ″,Bdo Ⅲ ,S。 396,Nr.684.
598 」Lttιゐ′θノEndes Zeι l姥夕∠た′sten,S.68f。
594ノⅥルζ′Is S轟」」ね″,Bd.Ⅱ nS.533、 Nr。 31.
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びつけることが問題 となっているとい う。595それゆえ、ノヴァー リスの言 う学問のポエ
ジー化 とは、二元的思考法を基礎 とする近世以降の学問とは異な り、ポエジーのように二
元的なものを相互に関連づける思考法を基礎 とした学問を生み出すことであると解釈でき
る。




ルーノとガ リレイ、そ してニュー トンの名を挙げている。エンデによれば当時はまだ、世
界を主観 と客観に分ける思考は、特定の研究を行 うための純粋な虚構であつたが、それは
数世紀の後に忘れ去られたとい う。そ して彼は 「客観的」 とい う言葉が 「正 しい」の同義
語に、「主観的」 とい う言葉が 「錯覚」の同義語にされていることを「間違った現実概念」
と述べ、それを克服する唯一の手段 として、「人がこのような二元性を捨てて、虚構を再び
虚構 として識別 し、人間の意識 と世界が分かちがたい統一を成 してお り、同じ一枚のコイ
ンの裏表であることを理解すること」を挙げている。 596二元性の克服とい う点で、エン




「新 しい学問」よりも人間の 「新 しい生き方」であるといえる。ポエジーに人間の新 しい
生き方を見出す とい うJ点でも、エンデはノヴァー リスと軌道を一にしているように思われ
る。上に挙げたノヴァー リスの断章では、ポエジーがもたらす個 と全の相互連関は、人間
の 「生」 (Iノeben)に 対 しても行われるとされている。「個人が全体の中に生き、全体が個
人の中に生きる」 とい う文言は、エンデが人間の創造的能力 としてのポエジーにおいて定
義 した、自己を世界の中で、世界を自己の中で経験 ヒノヽ 再認識するとい う作用や、個人と
人類の神話 とい う構想に重なる。エンデはまた、IBBY東京大会での講演の中で「真の芸
595中井章子『ノヴァーリスと自然神秘思想』344ページ以下参照。
596 vgl.J%囲 ″議』碗魔″燿り%山 S。 31■ エンデはまた、山口昌男との対談や子安美知子によ
るインタヴューの中でも同様の点について述べている。山口昌男『身体の想像カ ー 音楽・演
劇 。ファンタジー』岩波書店 1987年 104ページ以下、および、子安美知子『エンデと語る 作
品・半生・世界観』98ページ以下参照。
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に新 しい共同体の誕生が構想 されている。ノヴァー リスにおいてそれは、「美 しい社会」や
「世界家族」、「宇宙万有の美 しい家政」、そ して「至高の共感 と協働」、「有限なものと無限
なもののもつとも緊密な共同体」 と呼ばれていた。一方、エンデが 目指すのは、 ドイツ児
童文学アカデミー大賞受賞時の講演の最後に述べられていたように、子 どもと大人がとも
に生きることのできる世界、すなわち、擬人観的な価値観 と「客観的」 とされる価値観が












′J助 あ s Zbrtielka話 開,S。 190。 この講演でエンデは、芸術 とポエジーが生み出すこ







を作 り出す ことはできない と述べている (55ページ参照 )。 エ ンデは しば しば 「芸術 とポエジ
ー」 とい うよ うに両者を区別 して語つてい るが、その際に は絵画や音楽、文芸等、広い意味で
の芸術作品と、創造的な想像力・認識能力 としてのポエジーが意図 されてい ると考 えられ る。
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おわりに





る芸術を統合 しようとするファンタージエンの構想や、読者 と本が互いを「鏡Jと して映
し出す反省の作用、そ して個人 と人類を結びつける神話の構想等、作品の構想やそこにあ



















の調和の先に、自己理解 と他者理解に基づ く新たな共同体の創造を目指 していた。言い換
599子安美知子『エンデと語る 作品・半生。世界観』101ページ参照。
135
えれば、それはポエジーを指針 とした新たな生き方 と世界の在 り方の模索である。
まさにこの点にこそ、エンデがロマン主義を、特にノヴァー リスを自分の「偉大な師」
や 「導きの星」 と呼び、その思想的・文学的遺産を受け継 ごうとした理由があるように思
われる。本稿の 「はじめに」で見たように、エンデはロマン主義を ドイツ独 自の文化 とみ
な してお り、「文化的アイデンティティ」とい う言葉において「生の形式や生きる価値に共
通する性質」を意図 し、「ドイツ独 自の文化業績」とい う言葉においては「共通する生の身































それはつま り、彼がそれまでとは異なる新 しい生き方を自らの内に発見 し、生み出したと
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